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講

晝

殴

資

枡
‘

本

邦

に

於

け

る

石

炭

の

輸

遒

及

分

配

本

丈
は

先

般

開

催
ぜ

し
世
界

動
力

會

議
東

京
部

會
に

提
田

し

℃

る

論
丈
か

抄
譯
ぜ

る

も

の

な
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

H

一
、

本
邦
に

於
け

る

石
炭
供
給
歌
况

二
，

積
出
港
に

於
け

る

積

込
方
法

三
，

輸

　

逶

四
，

荷
揚
地

に

於
け

る

荷
揚
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
一

、

（

イ
）

産
出

次

南

　
條

金

　

雄

五
，

炭
種
の

統
一

、

共
同
輸
迭

．

共
同
荷
揚
並
に

共
同

貯
炭
場
等
の

必
要

六
、

大
淌

費
者
へ

の

石
炭
分
配

七
．

小
消

費
者
へ

の

石
炭
分
配

八
．

結

　
　

論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
邦
に

於

け
る

石
炭
供

給
朕
況

　
　
　
　
　
　
　
本
邦
の

石
炭
産
出
地
方
は

，

地

理

的
に

分
ち

て

九
州

、

北
海
道、

常
磐
及

元
山
の

凶
地

方

に

分
け

ら

る

べ

く
，

各
地

方
の

年
産
額

は

昭

和

二

年
に

於
て

第
】

表
に

示

す
如
く
に

し
て
、

臺
灣

、

朝
鮮

．

樺
太
を
除
外

し
て

凡

そ

三

〇
，

○
○
○

、

OOO

噸
な
り

第
一

表

地

　
　
　

方

九

　

　

　

州・
：

：・
：

：

：

：

北

海

迸
：
・
：
・
：

：

：

：

常
　
　

　

　

磐・
：

：・
：

ー

：

：

（

ロ

）

本
邦
炭
礦
作
業
及
探
炭
費

　
　
　
講
話

及
資

料

本

邦
に

於
け
る

石
炭
年
産
額
（

昭
和

二

年
）

　
　
　
　
　
　
　
　

産

　
　
額

：・
：

：

：

：

…
一

九．
七
一

九馳
OOO

英
噸

・
・
：

：

：

：
・
：・
：

六
b

「
七

六
、

000

〃

：

：

：

：

：
・
：・
：

二
覧

六
一

九
、

000

〃

地

　
　

　
方

元

山

及

其

他
；・

凝

灣
朝

鮮

樺

太
：

・
：

：

　

計
　

　

　

：

：

：
、

　
　
　
　
　
産

　
　
額

：

：

　

：
一
、

六

九

Q
．

OOO

英

噸

　
：

：

：

二
亀

七

四

六
、

OQO

〃

°
：

：

三

二
、

九
五

〇
℃

000

〃

　
　
　
　
　
本
邦
炭
坑
開
鑿
は

土

地
の

欺
態
に

よ

り

又

炭
展
の

如
何
に
よ

り

堅
坑
に

よ

る

あ
り

斜
坑
に

よ

り

或
は

条
平

抗
に

よ

本

邦
に

於
け

ろ

石

炭
の

轍
迭

及

分
配

　
南
條
金
雄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＝
二

五

九
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講
話

及

賛
料

　
　
本

邦
に

於
け

る

石

炭
の

輸

逾

及

分
配

　
　
南

條
金
雄
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
一
三

六

〇

る

あ

り
一

樣
な

ら
す
只

炭
暦
が
一

般
に

薄
き

と

地

表
厚
き

場
灰
多
き

爲
め

露
天
掘
に

よ

る

も
の

な
し

　
之
れ

が

採
炭
は

鑛
桂
法
に

よ

る

と

長

壁
法
に

よ

る

と

に

論
な
く
何
れ
も
天
井
部
上

磐
は
自
然
塗
落
に

任

せ

居
り

し

も
の

な
る

が

近
年
坑
内
保
安
並
に

地

表

被
害
防
止
の

見
地

よ

り
跡
詰
を

な

す
も

の

漸
く
多

き

を
加
ふ

る

に

至
れ
り

　

採
炭
の

作
業
は
一

般
に

火
藥
の

力
を

借
り
て

入
力
帥
手
堀
り
に

よ

る

も
の

な

る

も
大
戰
後
截
炭
機
を

用
ふ

る

者
漸
次
増
加
を

來
せ

り

　

採
堀
せ

ら
れ

た

る

眉
炭
の

運
搬
は

切
朋
よ

り
坑
道
迄
は

小
形

竹

籠
叉

小
箱
に

入
れ

婦
女
子

叉

は
幼
年
者
に

よ

り

引
出
さ

る

墨

を

普
通
と

す

坑
道
に

出
で

た

る

も
の

は
普
逓
牛
噸
入
の

木

箱
に

入
れ
レ

ー

ル

の

上

を

手

押
．

牛

馬
或
は

電
車
に

よ

り

蓮
搬
せ

ら

る
，

か

く
し
て

主
要
坑

道
に

出
で

た
る

も
の

は
水

雫
坑
及

斜
坑
に

あ

り
て

は
エ

ン

ド

レ

ス

に

よ

り

堅
坑
に

あ
り

て

は

捲
揚
機

に

よ

り

陸
上

に

捲

揚
ら
る

　

捲
揚
ら

れ
た
を

肩

淡
は

選
炭
機
を

經
て

北
ハ

儘
貨
車
に

，

或
は

海
岸
に

滑
ひ

居
る

淡
坑
は

其
儘
艀
又

は

帆
船
に

積
入
れ

ら

ろ

」

も

の

と

す

　

然
れ
共
貨
車
積
及
積
入

船
の

關
係
に

よ

り
一

時
山一、
儿

に

貯
炭
せ

ら
る

曳

も
の

少
か

ら

す
之

れ
坑
所
貯
炭
と

稱
せ

ら

る

、

も
の

な

り
、

坑
所
貯
炭
は
全
國
を

通
じ
て

少
き

時
も
伺

四
、

五

十
萬
噸
多
き

時
に

は
百

七
八

十

萬
噸
に

及
ぶ

事
あ
り

　

以

上

作
業
費
が

石
炭
生
産
費
に

對
し

幾
割
を

占

む
る

か

を
見
る

に

大
正

十

四

年
度
の

實
績
第
二

表
の

如
し

（

起
業
費
に

對
す

る

金
利
償
却
を

含
ま

す
）

動 材 勞

力 料 銀

　
　
第
二

表

　
　
本
邦
に

於
け
る．
冶

炭
噸
常
生

産
費

　
　
　
　
　
北

海

迸

炭

　
九

州

炭

　
常

磐

炭

坑
内
夫

賃

銀

　
　
　
二

QO

錢

　

　

　
二

二

〇

錢

　

　

　
ニ

ニ

O
錢

　
　
　
　
　
　
　
　亠
ハ

0
”

　
　

　
　

　
一

〇

〇
”

　

　
　

　
　
一
〇

〇
〃

坑
外
夫

賃
銀

　
　
　
　
　
　
　
一
QO

”

　
　
　
　
一

〇
〇
〃

　
　
　
　
一

〇

〇
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
七

〇
〃

　

　

　

　

八

〇
〃

　

　

　
一
〇

〇
〃

合 諸 事

垂務

計 他 駈

北

海

道

炭

　
　

八

〇

錢

　
　

五

〇
〃

　
　
五

六

〇
〃

九

　
州

炭

　

常

磐

炭

　
　

八

〇

錢

　
　
　

八

〇
錢

　
　

七

〇
〃

　
　

　
　
五

〇
4

　
　
六

五

〇
〃

　

　

　

六

五

〇
〃

　
囚
に

同
年
度
雫
均
年
産
一

噸
當
り

起

業
費
を
見
る

に

第
三

表
の

如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三

表

　
　

産
幽．
狗

炭
噸
當
o
雫
均
起
業
費

　
　
　
　
　
　
北

海

迸
炭

ー
三

四

圓

五

八

錢
　

　

　

　

　

　

　
　

九

州山
灰

−
二

四

圓
OO

錢

　

　

　

　

　
　

　

常
槃

炭

ー
二
一

圓
三

〇

錢

　
（

ハ

）

輸
入
　
　
前
掲
第
一

表
は
本
邦
に

於
け
る．
右

炭
産
出
の

概
數
に

し
て

、

供
給
の

總
量
は

此
外
に

石
堤
の

輸
入
を

考
慮
す
る

必

要
あ
り

、

一

〇
1
一

二

年

前
迄
は

石
炭
の

全

楡
入

額
は

僅
か

約
一

、

000

、

○
○
○
噸
な
つ
し

も
近
年
超
躍
的
に

垉
加
し
一

九

二

七

年
に

は
其
の

數
字
第
四
表
に

示

す
が

如

し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
喪
　

　．
石

炭
の

蝓
入、
年
額
（

昭

和

二

年
）
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第八七號

　

石
　

炭
　

名
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

歎
　

　

　

　

量

　

　

　

　

　

　

　

鴻
　

　

　

　

基
：

：

二

；

：・
：・
：

：

：・
・
：

：．
・
：

；

三

〇
七

、

000

噸

　

撫

　

　

　

暇・
：
・
：・
：

：

　・
：

：

：

：

：

：

：

：

二
、
一
四

九、
000

噸

　

　

　

　
其

　

　

　
他
・
：

：・
・
：

：

：・
：・
：
：

：

：

：
・
：

：

二

四
二

、

000

〃

　

開
　

　

　
　

築

：

：

：

：
・
：
・
：

：
・
：・
：

：

：・
：

：

五

四

九
、

000

”

　

　

　

　
　

　

　

計

　

　

　・
：

：

：

：

；

：・
・
：

：

：

：

：

：・
；

三
、

二

四

七
巳

OOO

〃

　
（

こ
荷
動
歌
態
　
本
邦
炭
及
輪
入

炭
の

荷
動
歌
態
を

見
る

に

領
土
炭
中
，

蟇
灣
は
其
産
額
七

十

餘
萬
噸
中
島
内
需
要

僅
々

三

分
の
一

に

て

其
他
は

船
舶
焚

料
，

並
に

日

本
内
地

及
支
那
沿
岸
に

移
輸
出
せ

ら
る

、

朝
鮮
は
共
産
額
六
十

餘
萬
噸
中
約
三

分
の

冖

を

目

本

内
地
に

移
出
す
る

も
一

方
朝
鮮
内
地

自
用

と

し

て

撫

順
を

主
と

し

て

九

州
炭

、

開
罕

炭
の

移
輸
入

年
聞
八

十

餘
萬
噸
に

及
ぶ

、

樺
太
は
共
産
額
三

十

萬
噸
に

て

更
に

日

本
内
地
撫

順
炭
等
七

萬
餘
噸
の

移
輸

入
を

な

せ

り
，

之
等
領
土

炭
中
自
用
の

も
の

は
主

と

し

て

鐵
道
に

よ

り
運
搬
せ

ら

れ

移
輸
出
入

の

も
の

は
汽
船
に

よ

る

事
勿
論
な

り

　
日

本
内
地

炭
中

、

常
磐
炭
は

其
位
置
の

關
係
上
大
牛
は

京

濱
地

方
に

，

殘
餘
は

東
北
並
に

北

陸
の

地

方
に

鐵
道
に

ょ

り

直
途
せ

ら

る

　

元
山
炭
は
一

部
分
小

型
汽
船
に

ょ

り

京

濱
地

方
に

遘
ら
る

玉

も
大
部
分
は

帆
船
に

よ

り

阪
神
を
土
と

し

山
陽
四

國
方

面
へ

山
元

よ

り
直
接
分
布
せ

ら
る

　

九
州
炭
と

北
海
道
炭
と

は

之
等
兩
炭
と

其

趣
を
異
に

し

鐵
道
粉
用
炭
並
に

炭
礦
所
在
地
よ

り
直
接
貨
車
に

て

遘
炭
し

得
る

需
要

者
逡
り

を

除
き
殘
餘
は
全

　

部
一

11

蟇
寄
ρ
の

海
港
に

搬
出
せ

ら

れ

同

港
内
諸
工

場
用
並
に

内
外
汽
船
焚
料
用
に

供
せ

ら

る
x

外
更
に

同

港
よ
り

内
地
消
費
地
に

向
て

汽
船
若
く
は

帆

　
船
に

よ

り

運
搬
せ

ら

る

玉

も
の

な

り

　
次
に

輸
入
炭
は

皆
海
外
よ
り

來
る

も
の

な

る

を

以

て

汽
酷
に

よ

り

邂
搬
せ

ら

る

丶

事
云

ふ

迄
も
な

し

　
（

ホ
）

港
遘
數
量
並

に

積
掛
數
量
　

　
今
昭

和
二

年

度
九
州

．

北
海
道
兩
炭
の

鐵
道
に

依
り
港
ま

で

蓮
搬
さ

れ

し

數
量
（

港
遞
數
量
）

並
に

港
よ

り
船
に

依
り

他
地

方
へ

積
出
さ

れ

し

數
量
（

積
出
數
量
）

の

實
績
を

示

せ

ぱ

第
五

表
及
第
六

表
の

如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
五

表
　

　．
石
炭
港
途

量
並

に

積
出
量
（

昭

和
二

年
）

　
（

單
位

、

千
噸
）

　
（

A
）

九

　
州

淡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
荷
物
は

港
内
諸

工

揚
に

て

淌
費
ぜ

ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　

港

　
高

　
　
　

嚢
高

穂
出

高

（

紊
の の

齬
罐

鰲
潔
助

り

若

松

七、
九
六

・

　

　
（

笹

料

　

　
　
四

二

〇

荷
物

　

七
、

五

四

〇
）

　
　

講
話
及

贅
料

　
　
本
邦

に

於
け
る

石

炭
の

蝓
逾
及
分

配

　
　

南
條
金
雄

門

司

一
、

八
三

〇

積
・

・
（

内
荷

物
は

港

内
諸
工

場
に

て

滑

費
ぜ

ら

ろ

丶

も

の

及

貯
炭
に

な

る

も

の

等
あ

り

て

實
際
の

積

出
と

は

多
少

相
違
あ

り

）

　
　
　
（

焚

料
　
　
一
．

四

〇

〇

荷

物

　
　
　

四

三

〇
）

　
　
　
　
　
　
一
三

六
一
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講
話

及

費
料

旙

　
岡

唐

　
津

七

九

〇

七

三

〇

長

　
崎

　
一

、

四

五

〇

　 　 　

小 　 B
　 　 　

樽 港
北

海
　
道

途

　
高

　冖
．

六

八

〇
第
六

表

　
炭

室心
、

噛…
　
　

二
、

三

〇

〇

凾

　
館

＝一
〇

本

邦
に

於
σ

る

石

炭．
の

蝓

遞

及

分

配

　
　
南
條
金

雄

　
　
　
　
（

蔽
 

　
　
七

畝

oo
）

　
　
　
　
（

焚
料

　
　
　
二

六

〇

荷
物

　
　

　
四

七

〇
）

　
　
　
　
（

焚

料
　
　
　

二

六

〇

荷
物

　

　一
．

冖
九

〇
）

　
　
　
石
炭
港
遘
量
及
稜
出
量
（

昭

和
二

年
）

　 　　　 　　　

荷焚 荷焚 荷焚
物 料 物 料 物料

積

出

　　冗三 九 七
高

六 六 六 四 　一七

〇〇 〇 〇 〇 〇
） 　 　） 　 　）

三
　
　

池
　
　
　→

、

六

五

〇

佳
ノ

江

二

七

Q

合

　
詩

一

四
、

六

八
〇

（

單
位，

千

噸
）

　

港

　
遒

　
高

釧

　
路

　
　
　
四

二

〇

合

計

四
、

五

二

G

「
三

六

二

（

離
　
　
嫉
 
）

（

離
、

　
二
乢

ハ

。 。
）

（

焚
料

　

　
三

覧

二

〇

〇

荷
物

　

］
一

馳

四

八

〇
）

（ 　　（

荷焚 荷焚

物料 物料
積

　 　 　 　 　 出

22 ＿　 高

七 五 六 六

〇 〇 〇 〇
） 　　）

　
以

上

各
港
共
石
炭
取

扱
量
大
な
ら

ざ

る

當
時
に

於
て

は

之
れ
が

積
出
凡

て

人

力
に

よ

り

し

も
の

な

る

も
追
鳶

荷
動
き

の

嶮
加
に

つ

れ
機
械
力
に

よ

る

方

諸

掛
の

點
に

於
て

有
利
な

る

を

見
た

る

と

共
に

人
力
の

み

に

て

は

到
底
闇
に

合
は

ぬ

事
を

知
る

に

至

り

　
九

州
に

て

は
明
治
三

十
一

年
若
松
港
に

、

明
治
四

十

二

年

三

池
港
に
．

夫
々

機
械
設
備
を
な
す

に

至
り

以

來
逍
々

之
れ
に

逍
加
改
善
を
加
へ

て

今
日

に

及

べ

り
　

北
海
道
に

て

は

明
治
四
十

五

年
小
樽

、

室
蘭
兩

港
に

汽
船

積
大
棧
橋
を

築
造
し

積
出
を
簡
便
迅

速
な
ら

し

む
る

事
と

せ

り
．

共
他
の

諸
港
は
一

、

二

小
仕

掛
の

機
械
力
應
用
す

る

所
あ
る

も

大
體
徇
人
力
に

ょ

り
居
る

も
の

な

リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
、

積
出
港
に

於
け
る

積
込
方

法

　

第
五

表

及
第
六

表
に

示

せ

る

如
き

石
炭
積
出
港
の

内
、

若
松、

三

池
．

小

樽
．

室
蘭

、

門
司
に

建
設
さ

れ

た

る

機
械
的
設
備
に

付
き

概
略
を

記
さ

ん
．

そ

の

他
の

港
に

は
特
に

記
す
べ

き
麗
の

機
械
的
設

備
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

イ
）

若

　
　
松

　
　
港．
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第八七號

（

一
）

港
灣
の

面
積

　

外

港

　

　一
〇
．

四

三

六
、

000

坪

　
　
本

港

　

　
二

四

〇
、

四

六

三

坪

（

二
）

港
浬
の

設
備

　
　

防
波
堤

　
　
八．
一
四

二

呎

　
　

ブ

イ

　
　

＋

四

個

（

三
）

積

込

設

備

　

（

戸
畑

側
）

プ

ラ

ウ

ン

　

ホ

イ

ス

ト

　

　

　

三

基

　

（

若

松
側
）

ホ

ィ

ス

ト

　

　

　

　

　

一

基

（

四
）

貯

　
炭

　
場
　

　
　
　
二

七

八
、

九

四
一

岼

外
に

製
鐵
所

專
用

繋
船

岸
壁
汽

船
用

四．
六
四

四

呎
　
和

船

用
一
一

、

九

七

六

灰
あ

リ

（

五
）

積
込
方
法

　
　
積
込
方
法
は
（

甲
）

手
積
（

乙
）

機
械
積
に

分
ち

得

　
（

甲
）
手

　
積

内
港

三
．

〇

七

八
し

五

四
一

坪

繋
船
岸

壁

汽
船

用

　
二

舳

三

九

四

駅

和
船

用

　一
．

八
〇

〇

呎

（

署
松
側
）

ク

レ

ヰ

ン

（

〃

　
）

漏

斗
棧
橋

　
　
　
→
纂

一
一

、

　一一
三
山ハ
胛ハ

水
深

　
二

十

興

水
深

　
穴

呎

，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
積
と

し

て

は

當
港
に

て

行
は

る

瓦

は

本
邦
を
通
じ
標
準
と

な

る

方
法
に

し

て

大
略
次
の

如
し
一

口

の

入
員
約
二

五

名
な
り

汽
船
焚
料

積

ー
〔

A
）

約
一

噸
入
の

竹
又

は

藤
籠
に

艀
船
内
の

石
炭
を

入
れ

之
を

汽
船
の

ウ

イ

ン

チ

に

て

捲
き

上

げ
甲
板

上
に

う
ち

あ
げ

更
に

擔
籠
に

て

焚

　
料
艙
に

擔
ひ

込
む

、

（

B
）

汽
船
の

舷
側
に

數
段
の

棚
板
を
ロ

ー

プ

に

て

釣
り
一

段
に

二

人

叉

は
一

人

宛
差
向
ひ

に

て

立
ち
艀
内
に

て

石

炭
を

入

れ
た
る
バ

　
ス

ケ

ヅ

ト

を
手

繰
り

に

て

順
衣
甲
板
に

濫
び

甲
板
よ

り
は

焚
料
膾…
内
に

ス

ラ

セ

板
を

以
て

運
び

ス

ラ

セ

板

の

先
端
に

て

バ

ス

ケ
ッ

ト

よ

り
石
炭
の

み

艙
内

　
に

落
し

入
る

、

艙
内
に

て

は

ス

コ

ッ

プ

に

て

適
當
に

詰
め
込
み

即
ち

已
臥
巨

巳
齷

を
な
す

、

室
バ

ス

ケ

ツ

ト

は
再
び

甲
板
よ

り

艀
内
に

投
げ

戻
さ

る
、

　
此
の

順
序
を
反

覆
す
る

も

の

な
り
、

焚
料
積
は

主
と

し

て

此

の

方
法
に

よ

る

荷
役
力
一

時
聞
一

口

二

〇
噸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　b

汽
船
荷
物
積

ー
（

A
）

焚
粁
の

場
合
と

同
樣
艀
内
に

て

一

噸
入
の

籠
に

石

淡
を
入
れ
之
れ

を

ウ

イ

ン

チ

に

て

捲
き

上

げ
艙
上

に

て

籠
を
轉
倒
ぜ

し
む

、

荷
み

　

力
一

時
間
一

口

六

〇
噸

，

（

B
）

貯
炭
場
岸
壁
に

汽
船
を

横
付
と

す

る

場

合
に

は

岸
壁
よ

り

汽
船
々

膾
に

歩
み

板
を

渡
し

約
…

○
○

斤
入

擔
籠
κ
有
炭
を

入

　

れ
た
る

も

の

を
擔
ひ

て

共
歩
役
板
を

渡
り
艙
内
へ

落
し

込
む
荷
役
力
一

時
闇
一

口

五

〇
噸

和
　
船

　
積
ll

汽
船
岸
壁
横
付
の

場
合
と

同
様
に

て

荷
役
力
「

時
聞
一

口

四

〇
噸

　
〔

乙
）

機

　
械
　
積
　
　
石
炭
積
込
設
備
は
一

部
一

私
立

倉
肚
に

て

新
設
中
の

も
の

を
除
き

全
部
鐵

道
省
の

設
備
に

屬
す

る

も
の

に

て

使
用
料
は
戸

畑
側

　
　
　
　

講
話
及
蓉
凡

料

　

　

本

邦
に

於
け

る

石

炭
の

輸
迭
及

分一
配

　

　
需

胆
傑

金

雄−
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＝
昌

六

ヨ
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月 二 十 年 四 和 昭

　
　
　

　

講
話

及

費

料
　
　

本
邦
に

於
け

る

石

炭
の

轗
迯

及

分
配

　
　
南
條
金

雄

ブ
ラ

ウ
ン
・
ホ

イ

ス

ト

汽
船
積
に

限
り

毎
噸
二

錢
を

徴
す
る

以

外
に

何
れ
も
全

部
無
料
と

す

（

戸
畑

側
）

　
ブ

ラ

ウ

ン

・
赤

イ

ス

ト

三

基

　

　

邯
何

役
所眉
要
淋

符

問

　

　
一
翫

＝

分［
二

五

耡邪

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
荷
役
能
力
】
日

　

　
六

、

七

〇
〇

噸

（

著

松
側
）

　
ホ

イ

ス

ト

　

　

　

一

基

　

　

扛
重

力

　

　

　

　

三

五

噸

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
荷
役
所
要
時

問
　
　
一

車
二

分

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
渮
役
能
力
一

日

　

　
四
．

三

〇
〇

噸

　
ク

レ

ー

ン

　

　
　

一

基

　

　
　

扛
重
力

　

　

　
　

二

七

噸

今
左
に

昭
和
二

年

度
荷
役
實
績
を

示

せ

ぱ

第
七

表
の

如
し

　
　
　

　

　

　

　

第
七

表
　
　
若
松
港
に

於
け
る

船
積
量
（

昭

和

二

年
）

（

戸

畑
側
）

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

汽
　

船
　

積
　
　

和
　

船
　

藉脚
　
　

合
　
　

　

計…

　
ブ

ラ

ウ

ン
・

ホ

イ

ス

ト

一
亀

き
四

ら

08

噸

　

塁
（

贐

80
噸

　
二 馳
二

三
二

bO8

噸

（

若

松
側
）

　
高
架

棧
橋

　
　
　

　

　

　

　

　
−

　

　
四 ．
O

蚤
．

80
〃

　
　
　
　

1

［

高
架

棧
檎

ホ

イ

ス

ト

ク
レ

ー

ン

人

夫
積

総

計

一

三

六

四

荷
役
所

要

時
間

荷

役
能
カ
一

日

長
さ

高

さ
幅漏

斗
荷
役

能
力
一

日

汽

　
船

積

　一
車
一

分
三

十
秒

四
亀

三

〇
〇幽
順

二
．

　「
＝
二

六

駅ハ

　

　

　
一

九

灰
、

　

　

　

四

〇

駅

　

　

　
一

七

幗

一
八

、

OOO

噸

和

　
船

　
積

一
、

q
皿

轟
亀

OOO

噸

　
内

茜
・

OOO

〃

　
5
（
六

、

八
（

八

〃

合
　
　

計

誰 ．
七
〇

ご 覧
OOO

擢
騏

　
孟

（
七

亀

OO9

”

（ 、
誓
＝

隔

OOO

”

　

右
和
船
積
と

あ
る

は

帆
船

、

被
曳
船
及
艀
の

總
稱
に

て

内
艀

積
の

も
の

は

更
に

沖
に

て

和
汽
船
へ

荷
物
又

は
焚
料
と

し

て

積
入
れ
ら

る

」

あ

り

叉
は
各
石

炭
業
者
の

貯
炭
場
へ

運
ぱ
る

、

あ

り
，

今

之
れ
を

楡
逡
機
關
別
に

よ

り

見．
た

る

數
字
を
記
せ

ん

に

第
八

表
の

如
し

　

　

　

　

　

　

　

　

第
八
表
　
　
輸
遘
機
關
別
船
積
量
（

昭
和

二

年
）

耨
物
三

・

三
八

δ
・

・

噸

（

冪
攣
彜

…

鯲

嚶
．

ー

萋
d
・

・

噸

（

灘
騰

垂．

驫
戰

　

　
汽
船

焚
料
　

　

三

四
二
．

OQO

〃

　

　

全

部
手

積

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

合

　
　
計
　
八、
五

二

｛
、

000

噸

　

（

右
は

和

汽
船
へ

の

荷
卸
量
の

數
字
に

し
て

其
内
一

部
は

貯
炭
場
へ

一

部
は

更
に

汽
船
へ

積
換
へ

ら

れ
等
し
く
二

重
に

な
る

も
の

な
り

爲
め
に

實
際
港
外

　

　

へ

の

積
出
高
と
一

致
せ

す
）
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號 七 八 第

（

亠
ハ

）

積
込
諸
掛

　

港
灣
の

設
備
は
若
松
築
港
會
瓧
な

る

も

の

曳

施
設
に

か
玉

る

も
の

に

し
て

積
出
の

石
炭
一

噸

に

つ

き
、

汽
艢
一

〇
鏡

陶

和
船
二

錢
の

港
錢
な
る

も
の

を
徴
す

　

次
に

積
込

機
械
の

設
備
は

皆
鐵
道
雀
の

施
設
に

か

玉

る

も
の

に

て

戸
畑
側
ブ

ラ

ウ

ン

・

ホ

イ

ス

ト

汽
船
積
に

限
Φ

、

毎
噸
二

錢
の

使
用

料
を

徴
す
る

以

外

全
部
無
料
と

す

　

今
各
積
込
機
械
別
に

大
體
の

積
込
諸
掛

標
準
を
示

せ

ぱ
第
九
表
の

如
し

（

港
錢

，

小
蒸
汽
料

、

炭
車
底
拔
其
他
雜
費
等
一

切
）

　

　

　

　

　

　

　

第
九
表

　

積

機

　
械

積

ブ

・

ウ

…
二
・

（

繍
積

職

　
ホ

イ

ス

ト

　
　
　
　

和
船

　
　
〃

　
ク

レ

ー

ン

　
　
　
　

和

船

　
　
〃

　

高
架

棧
橋

　
　
　

　
　
　

和
船
　
　
〃

込

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

（

ロ

）

三

　
　
　
　

港

（

一
）

港
灣
の

面

積

　

　
内
港
　
　
　
　

　
　
五

〇
．

OOO

坪

（

二
）
港
灘
設
備…

　

　
防

波
、

導
堤．

航

路

　
　
長
さ

六
．

OOO

皿
、

幅
四
五

〇

叭

　
水

深

干

潮
二

十

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
四

灰

　

　
繋
船

岸
壁
　

　

　

　

　

　

船

渠
の

東
岸
一

、

三

八
〇
呎ハ

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
→

萬
噸
級
迄
の

船
舶

三

隻
な
同

時
に

横
付

碕
役
を

な

す

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

事
な
得

諸

掛

三

三

錢

一

七
〃

一
五
〃

一
五
”

一
五
”

　　 　　 　手
和 　 　汽

船　　船

（ 　　（

貯貯 貯 貯 積
炭炭 炭炭
場場 場場
経 直 經直
由積 由 積
沖　　沖

積　 積
” ”

　
”
毎

　　 　 噸

船
渠
内

船

渠
閑
門

四

〇
、

OQO

岼

一

〇

〇

錢

一
五

〇

ー
一
七

〇

錢

六

〇

錢

一
四

〇

ー
一
五

〇

錢

幅
六

六

灰
　
門

扉
は

鐵

製
の

も

の

二

葉
よ

り

成
リ

水

蹼

に

ょ

り

左
右
に

開
閉
し

船

渠
内
水
位

の

調

製
な

な
す

水

深
ニ

へ

灰

内

港
水
深
＝

二

ー
三

五

呎

（

三
）

積
込
設
備

　

　

貯
炭
場
内

ー
（

A
）

五
條
の

高
架
棧
橋
上
よ

り

底
開
き

法
に

て

石
炭
を

放
下
し

積
込
用

炭
軍
に

流
入
せ

し

め

電
車
に

て

船
積
機
に

逸
る

　

　

　
　
　
　
　

　

（

B
）

貯

炭
を

ベ

ル

ト

コ

ン

ベ

ヤ

ー
叉

は
人

力
に

て

炭
車
に

積
込
み

電
車
叉

は

汽
車
に

て

船
積
機
に

途
ち

　

　

　
　

講
話
及
費

料
　
　
本
邦
に

於
け

る

石

炭
の

蝓
遒
及
分

配

　
　
爾

峰
金

堆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二

六

五
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講

話
及

賚

料
　
　
本

邦
に

於

け

る

石

炭
の

輸
遒
及
分

配
　
　

南
條
金

雄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＝
二

六

六

醐

渠

覯

醤
縫
糶
耨
伽
役
用

と

し

て

内

董
彗
三

G
。

羅
醫
石

變
機

奮
設
く

（

四
）

荷
役
能
力

　
　
船
渠
内
積
込
機
一

臺
一

晝
夜

　

　

　

五
、

000

噸

　
　
内
港
内
　

　
　
〃

　
　
〃

　
　
　

　
　

四
、

000

噸

　
今
左
に

昭

和
二

年
度
荷
役
實
績
を

示

せ

ば
左
の

如
し

　

内
地

迭
り

荷

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＝
二

〇、

OOO

噸
　

　

　

　

　

　

外
國
船

焚
料

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二

四

〇
．

OQO

噸

　

海
外

隷
出

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七

六

〇
、

OOO

〃

　

　

　

　

　

　

合

　

　

計

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
、

六

五

〇
、

000

〃

　

内

國
船
焚

料
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
五

二

〇
、

000

〃

（

五
）

積
込

嚢

本
港
は

港
灣・

積
込
諸

撻
共
全
部
三

蠢
畧
肚
の

施

謦
を
る

・
の

観
、

右
・

主
・

し
・

羅
裏
積
出

冒
的
・

・

鳬

　
　
　
る

も
の

に

て

炭
價
は

凡
て

　
戔〕

幾
何
と

の

建
直
な

る

を
以

て

自
然
積
込
に

關
す
る

諸
掛
は
】

切
同

沚
之
れ

を

支
辨
す
る

事
と

な
り

居
り
外
闇
よ

り

　
　
　

知
ろ

事
を

得
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

、
ノ

）

小

樽
、

室

蘭

兩

港

　

兩
港
共
発
然
同
型
の

高
架
棧
橋
を

設
け
石
炭
積
込
の

川
に

供
す，

明
治
四

十
］

年
起
工
．

同

四
十
四

年
竣
工

、

翌
年
よ

り
使

川
す
る

事
と

な

れ

り

（

一
）

港
灣
の

設
備

　
　
高
架
棧

橋

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

海
上

突
出

長

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

九

五
一

灰

　
　

高
さ

　

　

　

　

　

　

　

濡

潮
而

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六

一

灰

　

　

　

　

　

水

深

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二

四

ー
二

六
〃

　
　
　

幅

　

　

杜

椰

　

　

　

殍

　
r

護
積

籖
斗

　

　

　

　

左

享
二
。

個

　
　

四
、

000

噸

級
の

汽
船

な

ら

ば

左

右

各
二

隻
 

同

時
に

繋
船

す

ろ

な

得

（ 」
o

」
一
）

積
込
方
法

　
（

A

祢
　
　
　

物

　
　
（

1
）

棧
橋
直
積
　
山
元
よ

り

來
リ

た
る

石

炭
貨
車
を

其
機
關
車
に

て

棧
橋
上

に

押
上

げ
石
炭
貨
躯
の

底
を
開
き

棧
橋
上

の

漏
斗

上
に

落
し

其
漏
斗

よ

り
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第八七

　
　
　

船
艦
内
に

落
下
せ

し
む

　

（

2
）

貯
炭
場
経
由
棧
橋

積

　
一

旦

貯
炭
暢
に

貯

藏
せ

ら

れ
た
る

石

炭
を

人
力
に

て

貨
車
に

積
入
れ

棧
橋
上

に

押
上
げ

積
入
を

な
す

　

（

3
）

室
蘭
に

北
海
道
炭
礦
汽
船
會
沚
特
設

の

ポ

ン

ト

ー

ン

に

ロ

ー

ダ
ー

を
連
結
し
コ

ン

ベ

ヤ

ー

に

て

積
込
を
な

す
．

右
は

荷
物
に

も

焚
料
に

も
使
用

せ

　
　
　

ら
る

（

B
）

焚

　
　

料

　
　
　
冖

部
室
蘭
に

於
け

る

北
海
道
炭
礦
汽
船
會
敢
の

ロ

喜

ダ
ー

に

よ

り

積
入

れ
ら

る

絮

外

主
と

し

て

沖
積
に

よ

る

　
　
（

−
）

散
積
　
散
の

儘
約
一

噸
入

り
の

モ

。

コ

に

入
れ

本
船
ウ

イ

ン

チ

些
、

本
船
に

捲
揚
積
入

を

な
す

　
　
（

2
）

叺
積

　
艀
上
に

て

叺
に

詰
め
、

歩
み

板
に

依
り
入
肩
に

て

本
船
に

擔
ひ

込
む
方
法
と

艀
上

に

て

叺
に

積
み

更
に

十
叺
位
モ

p、
コ

に

て

本
船
の

ウ

イ
ン

　
　
　
　
チ

に

て

捲
揚
嵯
て

積
込
む
方
法
と

あ

り

　
　
（

三
）

積
込

能
力

　
　
　

高

架
棧
橋

　

　
　

　

　一
日

　

　
　

　
一
船

　

　
二

、

OOO

噸

　
　

　

　

　
　

　

　
　
　

室
悶
北

海

逍

汽

船
會

庭
ロ

ー

ダ

マ

　

　
「

船

　
　
三
、

000

噸

　
　
　

沖
積

焚
料

　
　
　

　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
二

．

OOO

噸

今
昭
和
二

年
度
積
出
實
績
を

示

せ

ぱ

第
十

喪
の

如
し

　
　
　
　

　
　

第
十

表
　
　
石
　
炭
　
積
　
出

　
量
（

昭

和
二

年
）

　
（

單
位

，

千
噸
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

荷

　
　

物

　
　
　

　
　
　
焚

　
　

料

　
　
　

　
　
　
合

　
　
計

　
　
　

小

　
樽

　

茜
・

　

　

　
七

七

Q

　

　

［
、

五

6
（

槭

橋

鰍

　

齢
。 。

　
　
　

室

蘭

　
一

b

八

三

Q

　

　

三

・

・

　

　

二
．

；
・

癜

橋

囎

一
．

難
。 。

　

（

第
五

表
港
遘

高
の

部
に

於
け

る

荷
物
高
に

對
し

各
々

十

餘
萬
噸
宛
少
な

き

も
右
は

港
内
淌
費
等
に

よ
る

も

の

な
り

）

　
　
（

四
）

積
込
諸
掛

　
　
　
　

各
肚
に

よ

り
…

様
な
ら

ざ

る

も

貯

炭
場
料

，

其
他
諸
費
等
を
加
へ

大

體
の

標

準
諸
掛
を
示

せ

ば
左
の

如
し

　
　
　
　

講
話
及

賛
料

　
　
本
邦

に

於
17
る

石
炭
の

輪
迭

及

分
配
　

　
南
絛
金

雄

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

＝
二

六

七
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講
話

及
資
料

　
　
本

邦
に

於
け
ろ

石

炭
の

輪

迭

及
分

配
　

　
南
條
金

雄
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

＝
二

六

八

　
　
　
　
　

　
　

第
＋
「

表

　

積

込

費

　
　
　

棧

　
橋

　
稜
　
　
直

積
　
毎
噸

　

　
　
　
　
　

三

〇

1
三

五

錢

　

　

　

　
「
　

　

　

　

艀
卸
し

汽
船
積

　
毎

噸

　

　

　

　

　

　
　
　一
〇

〇

−
一
五

〇

錢

　
　
　

貯

炭
楊
經

由

棧
橋
積

　

　
〃

　

　

　

　

　
　

　

　

七

〇

ー
八
〇

錢

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
（

二

）

門
　
　
司

　
　
港

　
本
港
は
明
治
四

十

年
頃
迄
は

石
炭
の

集

散
三

百

萬
噸
を
超
へ

た

る

も
隣
港

若
松
港
の

發
逹
と

共
に

年
を

追
て

減
退
し

日

下
沈ハ
盛
時
の

坐
・

數
に

て

其

積
出
の

大
部
分
は
汽
船
焚
料
炭
な
り

、

荷
受
は

鐵
道
に

よ
り

高
架
棧
橋
に

荷
卸
せ

ら

る

丶

も

の

と

若
松
よ

り

艀
に

ょ

り

廻
着
せ

ら
る

曳

と

あ

り
，

若
松
よ

り
の

も
の

は

共
儘
汽
船
に

横
付
せ

ら
る

ふ

あ
り

或
は
一

時
貯
炭
場
に

荷
揚
せ

ら
る

曳

あ
り．
て
一

様
な
ら

す

　
本

港
に

は

汽
船
を

岸
壁
に

横
付
に

し

直
接
貯
炭
場
よ

り

積
込
ま
る

〜

設
備
な

し
，

艀
へ

の

荷
卸
は
凡
て

人
力
に

よ

る．

只
別
に

月

本
郵
船
會
杜
に

於
て

は

自
家
專
用
艀
卸
し
の

機
械
設
備
を
有
す

、

様
式
は

閑

邑
αq
。

已
胃

善
齧
o
暮

穹
ド

占

し

て

二

臺
を

備
ふ．

大
正

十

五

年
完
成
せ

る

も
の

な

り
．

能
率
一

臺
一

時
間

各
二

〇
〇

1
二

四

〇
噸
と

稱
せ

ら
る

　
（

一
）

焚
料
積
込
の

方
法

　
　
艀
に

荷
卸
せ

ら
れ
た

る

石
炭
は

曳
船
に

よ

り

本
船
に

横
付
せ

ら

れ
手
暢
帥
若
松
港
に

て

説
明
せ

し

と

同

樣
船
側
へ

板
柵
を

吊
り

小
籠
を

人
力
に

よ

り

順

　
　
次
繰
上
る

方
法
に

よ

る

も
の

あ

る

も

門
司
港
へ

の

出
入
船
舶
は

大
型
の

も
の

多
く
船
側
高
き
爲
め
能
率
低
く
爲
め

に

之
の

方
法
に

よ

る

も
の

少
し

　
　
多
く
ウ

イ

ン

チ

捲
帥
汽
船
の

ウ

イ

ン

チ

に

て

石
炭
捲
き

揚
げ
一

既

本
船
甲
板
上
に

落
し

更
に

人
肩
に

て

擔
込
む
か

或
は
直
接
焚
料

膾
へ

積
入
れ

ら
る

　
（

二
）

積
込
能
摩

　
　

普
通
大
型
船
に

は

四
ロ

の

荷
役
を
な
す

、

手
揚
［

ロ

の

能
力
は
一

時
間
に

二

〇

ー
二

五

噸
、

ウ

イ

ン

チ

捲
一

ロ

の

場
合
は
一

時
間
に

三

五

−
四

〇

　
　
噸
の

能
力
あ

り

　
（

三
）

積
込

賃
率

　
　
門
司
港
に

於
け
る
一

般
の

標
準
賃
率
を

示

せ

ば
第
十
二

表
の

如
し

　
　
　
　
　

　
　

第
十

二

表
　

　
門
司
港
に

於
け
る

積
込
費

　
　

貯

炭
勸
岸
壁
積

　

　
　
和

船

　
　
毎

噸

　
　
九

〇
錢

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
若

松
よ

り

廻

遒

　

　
　
汽

船

　
毎
噸

　
　
　一

九

〇

ー
二

〇

〇

錢

　
　

沖

積
高
架
桟
橋

卸
し

汽

船

　
〃

　

　
二

二

〇

⊥
＝
二

〇

錢
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第八七號

　
　
　
　
　
　
　
　

三
、

轍

　
　
　

逾

今．
石

炭
の

主
要

浩
費
地

た
る

東
京

大
阪
二

地
方
に

關
す
る

事
を

記
せ

ん

に

（

イ
）

東
京
地
方

　
　
位
置
の

關
係
上

常

磐
炭
の

移
入
最
も

多
く
北
海
道
炭

．

九
州
炭
之
れ

に

次
ぐ

、

右
の

外
小
量
の

元
山
炭
と

領
土
及
外
國
炭
を
淌
費
す

　
　

今
昭

和
二

年

度
移
輪
入
の

實
績
を

示

せ

ぱ

第
十

三

表
の

如
し

　
　
　
　
　
　
　

第
十
三

表

　
　
東
京
地
方
へ

の、
冶

炭
移
入
量

常
艦

炭

北
悔
迸

炭

九
州

炭

一
b

八
亠
ハ

O
、

OOO

噸

「
．

一

七

Q
、

000

〃

一
、

〇

九

〇
、

000

〃

元
山

炭

領
土

及
外
國

炭

　
合

　
　

詠

　
一
六

Q
．

000

噸

　
山
ハ

ニ

0
．

OQ

∩〕
〃

四
亀

九
〇

〇
曁

OOO

〃

　
　
右
の

内
常
磐
炭
は

全
部
鐵
道
に

よ

る

も
其

他
の

も

の

は

凡

て

汽
船
運
搬
に

よ

る

内
元

山
炭
の

み

は
積
出
港
の

關
係
上

小
型

即一
一
千
噸
以
下

の

も
の

な

　
　
る

も
共
他
は
二
、

三

千

噸
乃
至

闘
、

五
千

噸
型
の

船
舶
に

よ
り

邏
搬
せ

ら

る

（

ロ

）

大
阪
地

方
　
　
位
置
の

關
係
上

九

州
淡
の

移
入
其
大
牛
を

占
む

、

今
昭

和
二

年

度
移
輸
入
の

實
績
を

示

せ

ば

第
十

四

表
の

如
し

　
　
　
　
　
　
　
第
十

四
表

　
　

大
阪
地

方
へ

の

移
入
量

　

九

州

炭
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

三
、

五

七

〇
、

000

噸

　

　
　

　
　［
　

　
　

北
海
迸

炭

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
二

〇
〇
．

000

噸

　

元

山

炭

　

　

　

　

　

誓

6
δ
OO

”

　

　一

　
含

計

　

　

　

　

四
．

九

九

〇
．

。

09

　

領
土

及
海
外

炭
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　

七

〇

〇、
000

〃

　

　
　

　

…

　
　

右
の

内
元
山
炭
並
に

主
要
炭
た
る

九

州
屍
は

航
路
瀬
戸
内

海
な
る

を

以
て

其

蓮
搬
は

曳
船
及
帆
船
に

よ

る

も
の

多
し

．

そ

は

邏
賃
と

し
て

普
通
汽
船

　
　

に

比

し

毎
噸
一

圓
以

上
不
利
な

る

も

積
込

地

に

於
け
る

積
込
賃
割
安
な
る

と

荷
揚
地

に

於
て

も

艀
取

り

を

な

す
必
要
な
く
共
儘
消
費
者
の

岸
壁
に

荷

　
　

揚
し

得
る

の

便
往

あ

り

て

汽
舷
に

ょ

る

よ

り

便
釜
あ

る

場
合
多

き

を
以

て

約
三

分
の

二

以
上
は

之
等
曳
船
及
帆
船
に

よ

り

遐
搬
せ

ら

る

　
　

其
船
型
一

樣
な
ら

ざ
る

も
弋
低．
一

百

−
二

百
噸
程
度
の

も
の

な
り

、

北
海
道
炭
及
海
外
炭
は

皆
汽
船
に

よ

る

事
京
濱
地

方
同
様
な
り

次
に

輸
邊
方
法
に

就
て

記
さ

ん

に

（

ハ

）

鐵
道
楡
途
　
　
石
炭
の

如
き

重
量
大
に

し
て

價
格
比

較
的
低
廉
な
る

貨
物
に

於
て

は
之

れ
が

遐
搬
費
が

山
元
原
價
に

比

し

嵩
む
事
少
な
か
ら
す

　
　

積
込
擬
荷
揚
並
に

海
遐
に

關
す
る

事
は

別
に

之
れ
を
述
べ

た
る

を

以
て

蝕
に

は

鐵
道
楡
途
に

關
す
る

事
の

み
を
記

せ

ん

　
　
　

毓

話
及
費

料

　
本
邦
に

於

け

る

石

熊
の

輪

迭
及
分

配

　
南
條
金

雄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
三

六

九
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講
話
及
贅

料
　

　
本

邦
に

於
け

る

石
炭
の

轍
逧
及

分
配

　
　

南

條
命

雄
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一
三

七

〇

　
　
九
州
炭
の

一

部
並
に

元
山
炭
の

大

部
分
は

炭
礦
の

所
在
地

海
岸
に

滑
ひ

居
る

を
以
て

鐵
道
輸
迭
に

ょ

る

も
の

な
き

も
其
他
の

諸
炭
に

於
て

は

何
れ

も

　
　
共
輸
逡
を

先
づ

鐵
迸
に

よ

ら
ざ
る

べ

か

ら

す

殊
に

常
磐
炭
の

如
き

淌
費
地
迄
の

輸
逡
を
全
部
鐡
道
に

よ

る

も
の

に

と

り

て

は

鐡
道
遐
賃
は

重
大
な
る

　
　
問
題
な
り

と

す

　
　
昭
和
元
年
度
石
炭
の

鐵
道
輸
途
に

よ

る

干
均
實
績
を
見
る

に

第
十

五

表
の

如
し

　
　
　
　
　
　
　
第
＋
五

表

　
　
石
淡
鐵
道
輸
途
成
績
（

昭

和

元
年
）

　
　
　
　

薦
平

均
輸
迭

哩
數

−
五

二

哩

　

　

一

噸
卆

均
運
賃

　一
圓
六
一
六

　

　

一

噸
一

哩
早
均

運
賃

ー
o
圓

9
二

〇

次
に

大
正

十

四

年
度
地

方
炭
別
一

噸
亭

均

輸
逡
哩

實
績
を

見
る

に

第
十

六

表
の

如
し

　
　
　
　
　
　
　
第
十

六

表

　
　
石
炭
鐵
道
輸
途
甼

均
哩
數
（

大
正

十

四
年
）

　
　
　
　
九
州

炭
　
二

七

哩

八

　

　

　

　

　
　

北
海
迸山
灰

　
八

五

哩

七

　

　

　

　

　

常
磐
山

灰

　一
一一
四

哩
七

　
　
一

方
又

鐵
道
省
營
業
方
面

よ

り

見
る

も
石

炭
は
非
常
に

重
要

な
る

貨
物
に

し

て

數
量
に

於
て

も
叉

牧
入
運
賃
の

金

額
に

於

て

も
一

頭
地
を
拔
き

他
の

　
　

逍
從
を

許
さ

ざ

る

も
の

あ

り

昭

和
三

年
度
の

實
蹟
を

見
る

に

第
十
七
表
の

如
し

　
　
　
　
　
　
　

第
十
七
表
　
國
有
鐡
迸
昭
和

三

年
に

於
け

る

全

轍
遘
貨
物

に

對
す

る

石

炭
の

噸
數
及
運

賃
牧
入
の

比

較

　
韓
逾

全

噸
數
：・・
：
・
：・
：

；
・・
：

：

：

：

：

七

八
、

　一
一
四

、

OOO

噸

　

　

　一
　

　

右

遲
賃
收
入．
，．
：
．．
．
：

：．
，
：．
．
：

：．

…
三

八
，

六

〇
一

塾

000

圓

右
蓮

裹
入

…
…

…

…
…

…

…

三
三

二
馳

・

天
．

・

8
圓

　皿

蔑
靉
募
率

…・

…

…

…

…

…・

…
・

…
・

…
三

・・
七

　
輪
迭

石
炭

噸
数・
：

：

：

：・
・
：
・
：

：

：

：・
・

二

四．

○

＝
二

騒

000

噸

　

　
　皿
　

　

石

炭
運

賃
攻
入

百

分

率
：

：

：
・
：

：．
．
．
：

：

…．
：

：

…
・
「
六
．

六

（

三

）

和
船
の

輸

迭
　
　
常
磐
炭
の

全

部
は

鐡
道
に

て

邂
ば
れ

北
海
道
炭
の

積
出
港
に

隅
で

た
る

も
の

は

大
部
分
汽

船
に

よ

り

淌
費
地

に

遐
搬
せ

ら
る

 

も

　
　

尤
山

炭
と

九

州
炭
は

共
地

位
の

關
係
上

前
者
は
坑
所
よ

り
直
ち

に
一

部
分
汽
船
に

積
入

れ
ら
れ
他
は
全
部
和

船
に

よ

り

運
搬
せ

ら
る

後
者
帥
九
州
淡

　
　

は

炭
坑
の

所
在
地
に

よ

り
一

様
な

ら
ざ

る

も

積
出
港
以
後
の

運
搬
は

汽
船
焚
料

を
除
き

た

る

荷
物
の

み

と

し

て

は

全
體
を
通
じ
て

之
を

見
れ
ば

和

船

　
　

積
の

方
汽
船
積
よ

0

稍
々

多
量
な

る

位
な

り

　
　

如
此

に

し
て

和
船
遐
搬
は

九
州
炭
に

と

り

て

は

重

要

な
る

要

素
た
る

を
失
は

す
和

酷
を
別
ち

て

帆
艝
と

被
曳
船
と

の

二

種
と

す．

帆
船
と
は
北ハ
名
の
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第七 八

　
　

如
く
自
身
の

帆
に

よ

り
一

隻
毎
に

自
走
す
る

も
の

に

し
て

其
船
型
一

樣
な

ら
ざ
る

も
百
四．
五

十
噸
よ

リ
ニ

百

七
．

八

十

噸
迄
位
多
し

　
　

被
曳
船
ど
は
其
船
型
又
帆
船
同
様
百
四
，

五
十
噸
よ

り

三

百

噸
迄
位
の

物
に

て

共
船
の

構
造
は
自
走
に

適
せ

す
專
ら
小
蒸
汽
船
に

よ
り

曳
か

る

玉

様

　
　
　

に

作
ら

る

　
　

帆
船
は

元
山

及
九
州
各
産
炭
地

よ

り
の

輪
逸
に

用

ひ

ら

る

、

も

被
曳
船
は

主
と
し

て

若
松
港
よ

り

の

輸
途
に

限
ら
る

そ

は

同
港
よ

り
輪
邊
量
大
に

し

　
　
　

て

被

曳
船
楡
途
の

如
く
蓮
績
的
に

し
て

大
量
輸
逡
に

適
す
る

を
以
て

な

り

　
　

帆
船
の

蝓
途
は

前
逃
の

如
く
一

隻
づ
玉

な

る

も

被
曳
船
は
四、
五

隻
よ

り

七．
八

隻
迄

位
を
｝

隻
の

五
，

六

十
噸
よ

り

百

噸
迄
位
の

小
蒸
汽
に

て

曳
か

　
　

れ
て

日
的
地

に

向
ふ

も
の

な

り

　
　

若
松
に

於
け
る

大
石
炭
業
者
に

於
て

は
各
自
之

等
小
蒸
汽
並
に

被
曳
船
を

備
へ

蝓
逸
を

な

し

居
る

も

時
に

よ

り

繁
閑
の

差
あ

る

を

以
て

其
等
設
備
は

　
　
　

全
輸
逸
量
の

六
、

七

割
程
度
に

止

め

他
は

臨
機
帆
船
又

は
他
の

曳
船
業
者
に

其
輸
逶
を

托
す

被
曳
船
の

船
型

も
取

扱
數
量
の

増
大
に

つ

れ

漸
次
大
型

　
　
　
に

な
る

傾
向
あ
り
今
度
三

井
物

産
會
瓧
に

於
て

は
一

躍
千
噸
型
被
曳
船
二

隻
の

建
造
を
な

す
に

至
れ
り

中
小
石
炭
業
者
は

自
ら
被
曳
船
を

備
へ

す
共

　
　
　

石
炭
の

楡
逡
は

曳
船
業
者
に

托
す
る

あ
り
帆
船
業
者
に

托
す
る

あ
り
一

樣
な
ら

す

今
昭
和

二

年
度
若
松
港
よ

り

阪
紳
方
面
に

積
出
し

た

る

石
炭
を

輸
逡
機
關
別
に

之
れ
を

見
れ
ば

第
十
八

表
の

如
し

　
　
　
　
　

　
　

第
十

八

表
　
　
蝓
邊
機
關
別
艢
積
量
（

昭

和

二
年
）

　
　
　
　
　

帆
船

　
五

四

二
、

OOO

噸

　

　

　
　

被

曳
船

　
一
．

二

八
一

、

000

噸

　

　

　
　

汽

船

　
三

八
一

、

000

噸
　
　
　
　

合

計

　
二

、

二

〇

四
、

00Q

噸

　
培
松
港
以

外
九
州
各
積
出

港
及
元

山
よ

り

阪
紳
並

に

瀬
戸
内
海
沿
岸
方
面
へ

の

輸
逾
は

主
と

し
て

帆
船
に

よ

る

事
前
述
の

如
し

　
前
述
の

如
く
石
炭
業
者
に

し
て

各

自

輸
途
機
關
を
備
ふ

る

以

外
の

帆
船
被
曳
船
は

何
れ
も

共
船
腹
を

提
供
し

て

輸
逾
を

業
と

す

る

も
の

に

て

言
葉
を
替
へ

て

云
へ

ば

運
賃
牧

入
を
目
的
と

す
る

も
の

な
り

然
る

に

別
に

同
じ
帆
船
に

て

買
淡
船
と

稱
す
る

も
の

あ
り

之

れ
は

單
に

邏
賃
牧

入
の

み

を

目
的
と

す
る

に

あ

ら

す
自
身
石

炭
商
に

て

船
主

を

皴
ぬ

る

も
の

な
り

之
等
は

主
と

し

て

大
阪
方
面
の

商
人

に

し
て

自
ら
丸

州
各
地

の

産
淡
地

に

趣
き

石
淡
を
仕
入
れ

運
び

來
り

．
為
竣
問
屋
並
に

消
費
者
に

賣
捌
く
も

の

な

り

　
小
炭
抗
主
に

し

て

販
費
機
關
を
有
せ

ざ

る

も
の

は
之
等
買
淡
船
を

利
用

す
る

も
の

少
な
か
ら

す

　
（

ホ
）

諸
掛
　

　
本
邦
に

於
け
る

看

炭
運
賃
を
一

推
に

す

る

は

困

難
な
る

も
現
左

各
邏
賃
の

亭
均
値
を
示

せ

ば
次
の

如
し

　
　
　
　
講
話
及
費

料
　

　

本
邦

に

於
け

る

石…
灰
の

楡
迭
及

分
配

　

　

南
條
金

雄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　→
三

七
「
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講
話
及

資
料

　
　
水
邦
に

於
け

る

石

炭
の

蝓

遞

及

分

配

　
　
南
條
金

雄

（

1
）

炭

礦
よ

0

海
港
ま

で

の

鐵
道
運
賃

　

九

　
州

　
炭

　
　

　
噸
當
亭

均
蓮
賃
：

：・
：

：

：・
．
：
．
．．
．
．．
、
．、
：
．
・．
∴
一
〇

錢

（

9凵
）

積
込
費

　
　

　
噸
當
平
均
積

込
費
：

：
．
：

：
・

…・
．
・．
・
．・
：

五

Q
！
一

〇

Q
錢

（

3
）

運
　
賃

　

九

　
州

　
炭

　
　

　
噸
當

東
京
着
（

汽
船
）・
：
・
：
・
・
：

：・
：

：・
一

〇

QI
⊥一
〇

〇

錢

　
　

　
噸
常
大

阪

着
（

和

船
）

：
・
：

：

：
・
：

：
・
：

∴
一
〇
〇

1
三

〇

〇

錢

　
　

　
　
　
　
　

四
、

荷
揚
地
に

於
け
る

荷
揚
方

法

＝
二

七
二

北
海
道

炭

　

噸
當
卆

均

邏
賃

…
：

：

：・
：
・
：

：・
・
：

：
・
・
：・
：

二

三

〇

錢

北

海

遘
炭

　

噸
當

東
京
着
へ

汽
船
）

：
・
：

：
・

・
→
00

ー

二

〇

〇

錢

　
積
出
港
に

於
て

は

三

池
を
除
き
他
の

主
要
港
に

於
け
る

積
出
設

備
は

鐵
道
省
に

於
て

之
れ
を

設
け
居
る

を
以

て

幾
多
石
炭
取

扱

業
者
皆
一

様
に

之
れ
を

利

川

し

得
る

爲
め

其
機
械
の

效
率
自
然
大
な
る

べ

き

も
荷
揚

港
に

於
て

は
其
趣
を
異
に

し
共
用
の

荷
役
設
備
な

く
各
取

扱
業
者
各
々

別
々

に

之
れ

を
設
く
る

必

要
あ

る

を

以

て

機
械
設
備
發
逹
す
る

に

至
ら・
ず

偶
々

之

れ
を

な

す
も
の

あ

る

も
小
仕
掛
の

も
の

に

止
ま

る

　
今
東
京

、

大
阪
の

兩
主
要
港
に

就
て

之
れ
を
見
る

に
一

石
炭
業
者
に

し

て

年
闇
三

十
萬
噸
以

上
の

取
扱
を
な
す
も
の

近
汝

ニ

ー
三

に

過
ぎ
す

然
も
彼
等
の

多
く
は

其
取
扱
に

か

ム

る

石
炭
の

大
部
分
は
大
阪
に

て

は

帆
船
叉

は

曳
船
の

儘．

東
京

に

て

は

蓮
炭
汽
船
を
沖
荷
役
に

て

艀
に

移
し
直
ち
に

漕
費
者
に

邊
荷

す
る

も
の

に

し

て

奥
地

貨
車
遘
り
用

，

小
ロ

需
要
者
用
並
に

家
庭
用
等
引
當
と

し

て
一

旦

貯
炭
場
に

荷
揚
せ

ら

る

玉

も
の

は

其
量
も

大
な

ら
す

　
更
に

叉

淌
費
者
側
よ
り

之
れ

を

見
る

に

最
大
需
要
者
た
る

船
舶
焚
料
は

共
大
部
分
を

積
出
港
に

於
て

供
給
す
る

も
の

な
る

を

以
て

本
問
題
に

は

關

係
な

く

第
二

の

大

需
要
者
た
る

鐵
道

省
は

大
牛
を

山
元
に

て

貨
車
に

受
入
る

」

も
の

に

て

東
京

、

大
阪
等
の

荷
揚
地
に

荷
揚
せ

ら

る

る

も
の

一

ケ

所
僅
々

六
，

七
萬

噸
程
度
の

も
の

な
り

、

次
に

工

場
と

し

て

年
間
二

百

數
十

萬
噸
を
淌
費
す
る

官
設
製

鐵
所
あ

る

も
之
れ

は
犬
牛
山
元
よ
り

貨
車
に

て

直
途
せ

ら
れ
汽
船
に

て

遐
ば

る

無

も
の

は
骸
炭
配
合
用
と

し

て

海
外
よ

り

輸
入
せ

ら

る

エ

も

の

四
，

五
十

萬
噸
あ
る

の

み

に

て

之
れ

に

對
し

て

は

同
所
特
設
の

荷
揚
機
に

よ
り

汽
船

よ
り
直
接
荷
揚
せ

ら

る

義

も
其
の

他
の

諸
工

場
に

至

り
て

は
一

地

方
…

工

場
と

し

て

壹
ケ

年
十

萬
噸
以

上

消
費
す
る

も
の

は

極
め
て

稀
な
り

　

如
此
に

し

て

各
石
炭
業
者
の

貯
炭
場
に

於
て

も
將
た

叉

淌
費
者
側
の

工

場
に

於
て

も
官
設
製
鐵
所
以
外
に

岸
壁
に

汽
艢
を
横
付
け
に

し

て

直
接
荷
揚
を

な
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第八七號

三 井 川 崎 學 頭 の 鳥 瞰 圖圖→
第

講
話

及

費

料
　

　
本
邦
に

於
け

る

石
炭
の

輪
迭

及
分
配

　

　
南
條

金
雄

覽
「

所同二 圖第

す
大

規
模
の

機
械
設

備
を

有
す

る

も
の

な
し
・

　

四，

五

年
以
來
帆
般
曳
船
又

は
艀
船
等
よ

り

荷

揚
を

な
す
小
規
模
の

荷
揚
設
備
東
京

、

大
阪
兩
都

市
に

於
て

各
々

四、

五

ケ

所
づ

玉

設
け
ら

る

に

至

れ

り

其
が
樣
式

荷
役
力
．

樣
な

ら

ざ
る

も

大
低
一

時
間
の

荷
役
力
四

〇

−
五

〇
噸
程
度
の

も
の

な
り

　

今
度一
二

井
物
産
禽
沚
に

於
て

は

東
京

横
濱
中

聞

の

地

點
川

崎
な
る

場
所
に

汽
船
よ
り

直
接

荷
揚
す

る

大
規

模
の

荷
揚
機
參
臺
を

設
く
る
事
と

し

昨
年

十
一

月
由

兀

成

せ

り

　

今

右
三

井
物
産
會
畆

肌

新
設
の

川

崎
塩−
頭
の

概
要

を
示
せ

ば

左
の

如
し

　
（

イ
）

三

井
川
崎
埠
頭
　
　
三

井
物
産
會
瓧
の

川

崎
塩
の

殞

は
川

崎
に

あ
0・
横
濱
批

他

よ

り

東亠
呆

へ

の
机

加

舶
主
要
通
路
に

位
す

、

第
一

−
四

鬮
は

同

埠
頭
の

光
景
を
示

せ

る

も

の

な
り

　

　
（

1
）

用
地
面

積

ー
五

八
，

九
〇
〇
坪

　

　
（

2
）

繋
船
岸
壁

−
用
地

内
に

幅
三

〇
〇

呎

　

　
　
　
長
一

、

〇
九

〇
呎

の

ド
ッ

ク

を

開
馨
し

總

　

　
　
　
海

岸
線
五

、

三

三

〇
呎

に

し
て

五
、

六

千

　

　
　
　

噸
級
汽

船
八

隻
を
洞
畤
に

繋
船
す
る

事

　

　
　
　
　
　
　
　一
三

七

三
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月 二 十 年 四 和 昭

　

　

講
話

及

資
料

　
　

本
邦

に

於
け
る

石
炭
の

輪

迭

及

分

配

　

　

を
得

〔

3
）

水

　

　

深

−
干

潮
面
三

〇

1
三

五

呎

第 三 　圜 　 三 井 川 崎 皐 頭 荷 揚 場

南
條
金

雄

（

4
）

構
内
引

込
鐵
道

−
三

哩

牛

〔

5
＞

石
炭
荷
役
機
械

−
三

臺

第 四 圖 　同 所 石 炭 荷 役 鹿 械

三

七

四
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脇 七 八 第

様
式
は

口」

臣
αq
。

日 、
簧
磊
它
蓉
ほ

に

し

て

機
體
全

體
が

貯
炭
場
全
長
に

對
し

自
由

に

移
動
し

得
，

徇

横
梁
の

上

に

二

〇
呎
の

牛
徑
を

以
て

廻
轉
し

得
る

O
簧
げ

一

個
同
背
上

に

四

〇
呎
の

年
徑
を
以

て

廻
轉
し

得
る

己D
δ

鼠
ロ

σqO

霙
岩．
一

個
を
有
す

（

A
）

Ω

冨
び

掴
量

−
腹
部
ク

レ

ー

ン

　
　
　

　

　

壼

囘

　
　
　
　
　
　
　
　
　

背
上

　
　
ゲ

　
　
　
　
　
　
グ

（

B
）

機
髄
大
さ

ー
前
後
兩
脚
聞
の

距
離

　
　
　
　
　
　
　
　
前
腕
の

長
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
主

體
横
梁
の

下

部
と
地

上

と

の

距
離

（

C
）

荷
役
力

−
腹
部
ク

レ

ー

ン

　
　

　
　
　
一

時
閣

　
　
　
　
　
　
　
背
上

　
　
〃

　

　
　
　
　

　
　
〃

　
（

6
）

貨
車
積
及
自
動
車
積

　
　
五

噸

　
　

二

噸

「

八

二

尺

＝
八

尺

　
五

七

尺

一
一
五

〇
噸

　
九
〇

噸

　
　
水
運
に

よ

り

發
途

せ

ら

る

玉

も
の

は

本
船
叉

は

貯
炭
場
よ

り

直
接
艀
に

積
付

け
．

貨
車
叉

は

自
動
車
に

よ

り

發
邊
せ

ら

る

瓦

も
の

は
ホ

ッ

パ

ー

經
由

　
　
之
れ
が

積
付
を

な

す

　
貨
車
用
ホ

甲

パ

ー

　

　
　
　

固
定
式

　

　
　
　
　
　

六

〇
噸
入

　
　
　

二

三

臺

　
　
　
　
〃

　

　
　

　
　

　

移
動
式
（

電
氣
）

　

　
　

七

〇
〃

　
　

　
　

　

八

豪

　
自
動
車
積
用
〃

　
　
　
　
　
　
〃

　
　
〃

　
　
　
　
　
三

〇
〃

　
　
　
　
　

五

毫

　
　
從
來
十
虱

噸
貨
車
積
込
に
一

車
毎
に

人

夫
八

−
冖

○
人

に

て

三

〇
1
四

〇
分
を

要
せ

し

も
の

右
ホ
w、

パ

ー

を

使
用
す

れ
ば
一

車
僅
々

二

分
内
外
に

　
　
て

積
付
を

な

す
事
を

得、

人
夫
の

使
用

數
亦
激

減
せ

ら

れ
一

〇
人

に

て

絡
日

の

貨
車
積
作

業
を

な

し

居

れ
り

（
P
」

）

荷
役

實
績

　
　
創
業
早
た

に

て

未
だ

全

能

力
を

發
揮
し

能
は

ざ

る

も

昨
年
十
［

月
よ
り

牛
ケ

年
聞
の

實
績
左
の

如
し

　
　
　
　
　
　
第
十

九

表

　
　

荷

　
役

　
實

祉

　
　
　
　
　
總

囘

着

高

　

　

　

　

　

　

　

　

六

＝
、

〇

九

〇

噸

　
　
　
　
　
内
陸
揚

及
艀

移
し（
機
械
に

よ
る

も

の
）

　

　
　

　
　
　

　
　

三

三

〇
，

五

七

Q
噸

　
　
訟

話
及

養

料
　

　
本

邦

に

於
け

る

石

炭
の

輸
逾

及

分
配

　

　

南
條
金

雄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一
三

七

五
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二
一
ト年 鴎痢 昭

　

　
　

　
講
話
及

養
料

　
　
本
邦
に

於
け

る

石

炭
の

蝓
遒

及

分
配

　

　
南
條
金．
雄

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
一
三

七

六

　

　
　

　
　
　

　
〃

　
　

　
　
　

　
（

人

力
幇
助

に

ょ
る

も

の
）

　
　

　
　
　

　
　
二

八

〇
黜

五

二

〇

噸

　

　
　

　
　
　

　
貨
　
　

車

　

　
積
（

ホ

ッ

バ

；

に

よ

り
）

　

　

　

　
　

　

　
　

一
三

九
、尸．

八

〇
∩

噸

　

　
　

　
　
　

　
自

動

車

積
（

〃

　

　

）

　

　

　

　

三

六
、

二

六

〇．
噸

　

在
來
の

荷
役
法
は

主
と

し

て

横
濱
沖
に

於
て

荷
役
を
な
し

石
炭
を
（

船
艫
内
に

入
力
を

以

て

二

噸
前
後
の

モ
田、

コ

に

石
炭
を

入

れ

船
の

ウ
ィ

ン

チ

に

て

捲
き

揚
げ
）

艀
に

移
し

其
内
一

部
は

直
接
淌
費
者
に

逸
り

殘
餘
は

奥
地

貨
車
途
り

用
並
に

小
口

需
要
者
叉

は
家
庭
用
等
に

て

艀
共
僅
途
荷
す
る

に

便
な
ら

ざ

る

も

の

は

貯
炭
場
に

陸
揚
せ

ら

れ
た
る

も

の

な
夢

　

　
（

8
）

新
舊
荷
役
に

於
け
る

最
高
レ

コ

！

ド

比

較
今
同
一

船
型

に

て

同

樣
な

る

條
件
の

下
に
一

は

人
力
を

探
用
せ

る

横
濱
港
と

他
は

川

崎
に

於
け
る

機

械

　

　
　

　

設
備
に

依
る

結
果
を

此

較
せ

ば

第
二

十

表
の

如
し

　

　
　

　
　
　

　
　

第
二

十

表
　

　
新
舊
荷
役
の

比

較

舊

横
濱
沖
荷
役

船

名
及

石

炭
積
高

　
萬
代

丸

所

要
延

人

員

在
港
時
間

　

正

味
荷

役

時

問

今
本
｝

W
ユ

轟
⇔

六
．

000

噸

二
一一
五

人

三

六

時

間

二

〇

時

間

　
　

　
　
　
　

新
川
崎

皐
頭
岸
壁

荷
役

船

名

及
石

炭
積
高

　
無

華
山

丸

内

機
械
揚

人

夫
取

所

要
延
人

數

在

港
時
問

正

味

荷
役
時
間

七
、

六

七

〇

噸

六
，

八
五

〇
噸

　

八
二

〇
噸

　
　

八

〇

人

　
　
二

八

時
間

　
　
二

〇

時

間

　

　
　

　
　

　
　

同

話
話

「

霞
8
噌

に

よ

り

汽
船
を

岸
壁
に

付
け

荷
揚
す

る

事
に

な

り

た
り

と

せ

ぱ

前
者

即
直
接
淌
費
者
に

迭

ら

る

玉

分
に

對
し

て

は
單
に

艀

へ

の

荷
卸
し
が

入
力
に

よ

る

か

機
械
力
に

よ

る

か

と

の

差
に

て

其
節
約
費
は

大
な

ら

ざ
る
べ

き

も

後
者
即
貯
淡
場
に

荷
揚
せ

ら
る

玉

分
に

對
し

て

は
艀
へ

の

荷
讎
費、
篠
賃
並
に

陸
揚
費

更
に

奥
地

貨
車
逹
を

要
す
る

も

の

は

其
貨
車
積
賃
を

加
へ

た
る

も
の

と

の

比
較
に

て

其
利
釜
は

蓋
し

多
大
な

る

も

の

あ
る

べ

し

　

要
は

本

機
に

對
す

る

金
利

償
却

等
に

動
力
費
其
他
直
接
費
を

加
へ

た
る

も

の

に

對
し

前
記
荷
揚
に

關
す

る

諸
費
の

箚
約
と

早
荷
役
に

拌
ふ

船
舶
經
濟
等
を

考
胤
し

た
る

む
の

等
ど
を

比

較
研
究
し

て

本

機
の

價
値
を

定
む
ぺ

き

も
の

と

考
へ

ら

る

　

右
は

同
敢
の

如
く
一

港
に

於
て

共
取

扱
高
年
間
百

數
十

萬
噸
に

及
び
居
る

者
に

て

始
め

て

か

丶

る

大
設
櫨
を

な
し

て

引
合
ふ

べ

き

も

其
取
扱
大
な
ら

ざ
る

も
の

に

於

て

は

其
設

備
の

規

模
も

亦
之
れ

に

應
す
る

も
の

た

ら
ざ

る

べ

か
ら

ざ
る

事

論
な
し
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第入七號

　
右
川

崎
に

於
け
る

成
績
を

見
て

同
杜
は

更
ら

に

大
阪
に

於
て

之
れ

が

設
備
を

計
叢
し
他
勉
に

於
て

も
又
之
れ

に

類
す
る

も
の

一
、

二

計
簧
中
の

も
の

あ

り

と

云

幽，

　
（

p ，
）

荷
卸
諸
掛
　
　

荷
揚
港
に

到
着
し

た
る

石
炭
は

汽
船
積
の

も

の

は

前
記

川

崎
埠
頭
を

除
き
大
阪
に
一

、

二

小
型
汽
船
に

限
り

横
付
け

出
來
る

埠
頭
あ

る

も
其
他
は
全
部
沖
荷
役
に

よ

り

荷
卸
せ

ら

る

、

事
前
蓮
の

如
し

　
船
内
並

荷
卸
諸
掛
は

所
に

よ

り
】

檬
な

ら
ざ
る

も

在
來
の

方
法
に

よ

る

も

の
、

東
京、

大
阪
の

大
都
市
に

於
て

は

毎
噸
三

五

i
四

〇
錢

、

共
他
の

地

方
に

　
於
て

は

二

〇
1
三

〇
錢
程
度
の

も
の

な

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
、

炭

種
の

統
一

、

共
同
輸

迭
．

共
同

荷
揚
並
に

土
ハ

同

貯
炭

場
等
の

必

要

　
石

炭
の

如
き
原

價

低

廉
に

し
て

重
量
大

な
る

貨
物
に

於
て

は

其
取

扱
費
が

殊
に

重
要
な
る

問
題
な

り
、

而
し
て

之
れ
が

取
扱
入
力
に

よ

る

よ

り
は

機
械
力

に

よ

る

方
有
利
な

る

事
論
な

き
も
機
械
設
備
に

は

共
資
金
を

要
す

る

事
大
な
る

も
の

あ

る

紘

以

て

其
取

扱
景
纏
ま
ら

ざ
る

に

於
て

は

反
て

不
利
と

な
る

事
前

蓮
の

如
し
，

依
て

之
れ
が

取
扱
を

單
純
化
せ

し

め

機
械
力
に

よ

る

事
を
出
來
る

丈

多
か

ら

し

め

以
て

機
械
の

效
率
を
大
な
ら

し

む
る

事
我

國
産
業
の

發
逹
を

促
す
上

に

於
て

重
要
な
る

闖

題
な

9
と

す

　
（

イ
）

炭
種
の

統
一
　
　

我
國
石

炭
を
炭
種
別
に

て

之
れ
を

見
る

に
冖

炭
種
一

ケ

年
一

百

萬
噸
以

上
の

も

の

僅
々

二

種
あ
る

の

み
，

幾
多

小
鑛
主
分
立

し

其

鑛
山
は

場
所

叉

は

炭
暦
の

相
違
に

よ

り
一

々

其
稱
を

異
に

し

て

其
主

な

る

も
の

の

み

に

て

も
、

九
州
炭
［

○
○

。

北

海
道
炭
三

〇
、

常
磐
炭
二

〇
、

元
山
炭

六
，

合
計
一

五

〇
有
餘
種
に

及
ぶ

然
も

之
等
の

淡
種
は

更
に

叉

塊
．

粉
，

切
込

等
に

画
分
せ

ら

る

 

を

以

て

其
種
別

實
に

數
百

種
に

及
ぶ

　

然
も
之
等
炭
種
は

し

か
く
品
質
に

匝
別
あ

る

も

の

に

あ

ら

す
單
に

地

名
を

別
に

し

坑
主
を

異
に

せ

る

爲
め

殆
ん
ど

同
品
質
の

も

の

に
て

之
れ
に

異
な
り

た

る

名
穃
を

付
し

居
る

も
の

其
數
決
し
て

少

な
し
と

せ

す
、

而
し
て

之

れ
が

取
扱
は

名
稱
毎
に
一
々

區
別
せ

る

を
以

て

山
元

搬
出

、

積
出
港
に

於
け
る

積
付
け

且

つ

は

運
楡，

荷
揚
港
に

於
け
る

荷
揚
並
に

貯
媛
に

至

る

迄
之
れ

が

混

合
を

許
さ
Ψ

る

爲
め

に

要

す
る

乎
數
費
川
等
誠
に

大
な
る

も
の

あ
ウ
と

云

ふ

を

得
べ

し

　

品
位
の

類
似
せ

る

も
の

を

凝
…

し

て

單
純
化
せ

し

む
ろ

に

於

て

は

之

れ
が

荷
扱
費
に

於
て

節
約
し

得
る

處

實
に

少
な
か

ら

ざ

る

べ

し

　
（

ロ

）

共
同
輸
途

、

共
同
荷
役
並
に

共
同
貯

炭
場
　
　
主

要

積
出
港
に

於
て

は

鐵
道
省
に

於
て

機
械
的
設
備
を
な
し

居
る

を

以

て

凡
て

の

石
申

灰

業
者
｝

様
に

之
れ

を

利
川
す
る

事
を
得
て

共
效
率
も
大
な
る

事
前
述
の

如
く

な
る

も

其
れ
以

後
は
各
石

炭
業
者
各
別
に

之

れ

が

取

扱
を

な
す

を

以

て

共
閇
に

無
駄
を
生
す

る

事
少
し

と

せ

す

　
　
　
　
請

話
及
資

料
　
幽
本
邦
に

於
け

る

石

炭
の

輪

遞
及
分

配

　

　

南
條
金

雄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一
三

七

七
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月 二 十 年 四 和 昭

　
　
　
　
講

話

及
沓ハ
料

　

　

本
邦
に

於
け
る

石

炭
の

輪

遒
及

分

配

　

　

南
條
金

雄
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　…
三

七

八

　
例
へ

ば
楡
遘
に

於
て
一

曳
船
に

鹸
力
あ
る

も
一

石
堤
業
者
に

て

荷
物

縄
ま
ら

ざ
る

場
合
に

は

其
儘
之
れ

を

決．
打
せ

ざ

ろ

べ

か

ら

す
、

然
る

に

之
れ
を
共
同

蝓
迭
と

な
し

有
無
相
通
す
る

に

及
ば

虻

共
利
蓋
し

大
な

る

も
の

あ

る

べ

し

　
荷
揚
又

同

樣
各
個
各
別
に

荷
揚
を

な
す
を

以
て

機
械
力
を
用

ふ

る

餘
地
乏

し

き

も

之
れ
を
共
同
に

な
す
事
と

せ

ば

大
設
備
を
な

す
事
を

得
て

荷
揚
費
に

於

て

節
約
し

得
る

事
亦
少
な
か

ら

ざ
る
べ

し

　

貯
炭
又

同

様
各
自
に

貯
炭
場
を

備
へ

居

る

よ

り

は

共
同
の

も
の

と

す
る

事
を

得
ば

之

れ

が

地

積
其
他
爲
め
に

節
約
し

得
る

費
額
大
な
る

も
の

あ

る

べ

し

　

前
述
の

如
く
炭
種
の

整
理

を
行
ひ

共
同
輸
途
共
同

荷
役
並
に

共

同
貯
炭
等
の

方
法
に

て

石
炭
の

移
動
を

單
純

化
せ

し

め

設

備
の

利
用
牽
を
高
か

ら

し

む

る

事
の

有
利
に

て

産
業
の

發
逹
に

資
す
る

事
の

大
な
る

は

議
論
の

餘
地

な
く
各
人
均
し

く

之
れ
を

認
む
る

所
な

る

も
之

れ
が

實
行
に

至

り

て

は

各
自
利
害
錯
雜

し

て

幾
多
の

困
難
之
れ
に

俘
ひ

容
易
に

行
は
る

も

の

に

あ

ら

す

　

併
し

乍
ら
一

方
人

夫
賃
は
年
々

騰

責
の

傾
向
を

免
れ
す
叉
産
業
の

發
逹
に

俘
ひ

取
扱
量
は

漸
壇
す
る

を
以

て

途
に

は

能
牽
の

點
に

於
て

も
將
た
叉

賃
率
の

點
に

於
て

も
人

力
の ．
み

に

て

は

途
に

行
き

詰
る
の

時
期
に

到
逹
す

る

事
な

き

を
保
せ

す

　

更
に

叉

他
方
石
炭
の

取

扱
販
賣
の

方
法
を
見
る

に

小

鑛
主
各
自
に

之
れ

が

衝

に

當
る

事
種
々

の

點
に

於
て

不

澗
不
便
少

な

か

ら

ざ

る

を
以

て

漸
次
之
れ

を

纏
ま
り
た

る

數
量
の

取

扱
業
者
に

委
任

す
る

傾
向
多
き

を

加
ふ

る

に

至

れ

り
、

現

に

本
邦
三

千
餘
萬
噸
の

出
炭
中
＋

大
石
炭
業
者
の

手
に

よ

り
取

扱
は
る

玉

も

の

其
七

割
以
上
に

及
ぶ

　

如
此

な
る

を
以

て

之
等
大
石
炭
業
者
に

し

て

卒
先
し

て

互
讓
の

精
紳
を
以
て

之

れ
に

臨
む
に

及
ば
f

或
は

其
氣
運
を

促
進
す
る

事
を

得
て

彼
等
の

利
釜
は

云

ふ

に

及
ば

す
一

般

礎

業
界
に

資
す
る

事
大
な
る

も

の

あ

る

に

至

ら

ん

か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
、

大

淌
費
者
へ

の

石
炭
分
配

　
（

イ
）

需
要
者
別
消
費
量
　
　
我
國
に

於
け

る・
王

要
石

炭
需
要
者
を

示

せ

ば

第
二

十
一

表
の

如
く
に

し
て

今
昭
和

二

年

度
事
業
別
實
績
を
列

記
せ

ん

に

　
　
　
　
　
　
　
　

第
二

十
一

表

　
　
需
要

音
別
石

炭
淌
費
量
（

昭

和

二

年
）

　
（

單
位

、

千
噸
）

船
舶
焚

料

鐵
道
省
用

殖

民
圸
鐵
迯

私

設
餓

逋

五
b

三

六

〇

三
．

四

〇
七

　

四

六

六

　
　
三

五
一

製 電 紡 製

　 氣 績 鐵
　 ● 　 職 　 b

絲 電 織 製
　 燈 布 鋼

三
、

三

七

六

一
、

五

四
二

一
，

四

五

三

一
、

二

九
五
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蔦八七號

　

製

　
　
紙

　

セ

メ

ン

ト
、

石

灰

　

瓦

　
　

斯

　

製

　
　

鹽

　

醸
造．

飮
食

　

骸

　
　

炭

　

硝

子
．

製
陶

　

肥

料
．

製
藥．

製
油

　

海

軍
用

（

・

）

船
舶
焚
料

→
魯

二

七
三

一
．

二

五

九

一
．

00

二

　

八

三

四

　

八
一
四

　

七

九

七

　

七

四

六

　

六

五

八

　

六

＝ハ

染
色

、

捺
染

、

晒
布

造

船
．

鐵
工

煉
瓦．

瓦
、

土

管

官

　
公

　
衙

精

　
　
煉

煉
炭

原
料

製
糖

、

製
粉

其
　

　
他

合

　
　
計

　
　

五

五

八

千

噸

　
　

五

二

四

　
　

四

八

五

　
　

五

二

一

　
　

三

八

二

　
　

三

五

五

　
　

三

七

〇

　
三

騒

七
「
〇

三

二
ら

「
五 ．
四

千

噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
舶
焚
料
は

石
炭
最
大
の

需
要
者
に

し
て

之
れ
が

荷
渡
方
法
は

前
述
の

如
く
三
池
港
は

全

部
機
械
積
に

し
て

室
蘭
港
又
一

部
北
海
道

炭
鑛
汽
船
會
祗
に

て

コ

ン

ベ

ヤ

ー

に

ょ

り

積
入
れ

を
な
す

あ

る

も
其
れ
以

外
の

港
に

於

て

は

艀
卸
し

に

は

若
松

。

門
司

、

小

樽
各
港
に

於
て

機
械
力
に

よ

る

も
の

多
き
も
本

船
へ

の

積
入
れ
は

全
部
人
力
に

よ

り
行
は

る

　
之
れ
が

積

閏
數
量
は

門
司

港
を
筆
頭
と

し
小

樽，

三

池
兩

港
之
れ
に

次
ぎ
若
松

、

室
蘭
、

長
崎
．

唐
津
の

諸
港
叉

之
れ
に

次

ぐ

　
（

ハ

）

鐵
道
燃
料

　
　
鐵
道
は
船
舶
に

次
ぐ
大
消
費
者
に

し

て

昭

和

三

年
度
國
有
鐵
道
に

て

契
約
せ

し

數
量
第
二

＋

二

表
の

如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二

十

二

表

　
　

國
有
鐵

道
契
約
數
量
（

昭

租
三

年
）

　
（

單
位、

千
噸
）

九

州

炭

北
海
道

炭

常
磐
炭

一
　
六

四

六

一
．

O

＝
ハ

　

六

八

五

其

　

　

他

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
三

七
三

合

　

　
計

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
三
亀

七

二

〇

　
（

其
他
は

三

ー

四

萬

噸
の

元

山

炭
以

外

撫
順
開

平

炭
の

輸
入

炭

な

り
）

　
内
常
磐
炭
の

全
部

、

北
海
道
炭
の

内
約
四
＋

萬
噸

、

九
州

炭
の

内
約
百

二

＋

萬
噸
は
炭
坑
地
元
に

て

荷
渡
せ

ら

れ
九

州
炭
の

内
一

部
は

鐵
遁
省
の

手
に

よ

り

紳
戸
方
面
へ

運
ば

れ

其
他
東
京

、

名
古
屋

，

東
北
地

方
並
に

北
陸
地

方
用
の

も
の

は
夫
々

石
炭
業
者
の

手
に

よ

り

鐵
遒
省
指
定
の

港
灣
に

運
搬
納
入
す
る

も

の

と
す

，

之
れ

が

荷
渡
方
法
最
近
一

、

二

荷
揚
機
を

備
ふ

る

場
所
あ
る

も
大
體
荷
揚
港
に

於
て

入
力
に

よ

り

鐵
道
の

貯
炭
場
に

積
み
上

げ

丈
量
（

と
。

器
−

寡

冨
ヨ
睾
宏

）

方
法
に

よ
り
受
荷
を
な
す

　
只
川
崎
に

於
け
る

三
井
物
産
特
設
の

機
械
荷
揚
に

ょ

る

も

の

は

特
に

貨
車
に

積
入
れ
荷
受
を
な

す

事
に

取
極
め
ら

れ
た

り

　
　
　
　
講
話
及
書

弱
　

　

本

邦
κ

於
け
ろ

石
炭
の

輸
遘

及
分

配

　
　

南
條
金

雄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
三

七

九
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講

話

及
費

料
　

　
本
邦
に

於

け

る

石山
灰
の

輸
迭

及

分
配

　
　

南
條
金

雄

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
一
三

八

〇

　
（

こ
製
鐵

、

製
鋼

業
　
　

第
三

の

大
淌
費
者
は

本

業
に

て

年
間
三

百

餘
萬
噸
の

淌
費
力
を
有

す
．

内
政

府
の

経

營
に

か

、

る

八

幡
製
鐵
所
は

二

百

三

＋

萬

噸
を
使
用
す

、

同
所
使
用
の

主
要
表
は
九
州

炭
に

し

て

地
理

的
の

關
係
上

主
と

し

て

鐵
道
に

よ

り

山
元
よ

り

直
迭
せ

ら

る

　

小
量
の

水
運
に

よ

る

九

州
炭
等
と

海
外

よ

り
輸
入
す
る

開
平
炭

、

撫
順
炭
等
は

皆
同
所
特
設
の

荷
揚
機
に

よ

り
荷
揚
せ

ら

る

　

右
は
消
費
者
側
よ

り

見
た

る

石
炭
の

分
布
な
る

も
右
の

外
海
外
へ

の

輸
出
な

る

も
の

も

亦
考
慮
に

置
か

ざ
る
べ

か
ら

す

　
（

ホ
）

海
外
踰
出

炭
　
　
我
國
肩
炭
の

踰
出
は

大
正

＋

二

年
頃
迄
は
三

百

萬
噸
を

突
破

し

居
り

し

も

共
後

漸
減
歩
調
と

な
り
て

今
昭
和

二

年
度
の

實
績
を
示

　
せ

ば
第
二

十

三

表
の

如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二

十

三

表
　

　
石

炭
踰
出
高
（

昭

和
二

年
）

　
（

單
位

、

千

噸
）

　
　

九

州

炭
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
、

九

〇

八

　

　

　

　

　

　

　

　

　

領

土

冉

灰

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

七

〇

　

北

海
道

炭

　

其

　
　
他

而
し

て

之
れ
が

仕
向
先
は

第
二

十
四

表
の

如
し

　
　
　
　
　
　
　
第
二

＋

四
表

　
　

輪
出
炭
仕
向
先

　

上

　
　
海

　

香

　
　
港

　

廣

　
　
東

等
を
主

な

る

も

の

と

す

（

へ
）

一

般
消
費
者
に

對
す

る

荷
渡
方

法

　
（

ム
）

東
京
方．
面

二 八

九
’
五

（

單
位

、

千
噸
）

．

〇

六
一

　
五

四

六

　
二

三

三

合

　
　
計

新

嘉

坡

馬

尼

刺

其

　
　
他

　
詩

二
、

五

九

二

　
　｝
九

四

　
　一
三

七

　

四

ニ

ニ

ニ
、

五

九

二

　
　
　
　
　
　
　
前
記
三

井
物
産
會
砒
新
設
の

川

崎
埠
頭
に

よ

り
荷
揚
せ

ら

る

丶

も
の

以

外
は

主

と

し

て

横
濱
稀
に

芝
浦
に

て

運
炭
汽
船
を
以

て

沖

荷
役
を
な

し

百
噸
乃
至

百

五

十
噸
型

程
度
の

艀
に

荷
卸
を
な

す
、

之
れ
が

荷
卸
の

方

法
は

船
艙
内
に

於
て

人
力
に

よ

り
一

噸
牛
乃
至

二

噸
入

り
の

モ

。

コ

に

石
淡
を

入

れ
運
堤
船

備
付
の

ウ

イ

ン

チ

に

て

捲
揚
げ

運
炭
船
の

側
面

に

漏
斗

を

備
付
け

共
上
に

石

炭
を
打
ち
あ

げ

艀
上

す

べ

り

落
と

す
様
に

せ

り
．

　一

船
一

日

荷
役
力
一

，

OOO

ー
一

、

五

〇
〇
噸
程
度
な
り

　

艀
に

卸
さ

れ
た
る

石
炭
は
一

部
曳
船
叉

は

自
漕
に

よ

り

淌

費
者
工

場
の

岸
壁
に

逶

荷
せ

ら

れ
其

他
の

も
の

は
一

時
貯
淡
場
に

陸
揚
せ

ら

る
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第八七號

　
　
　
　
工

場
側
に

於

て

荷
揚
機
を
有
す

る

も

の

二
、

三

ケ

所
あ

り

荷
役
力
何
れ

も
一

時
囲
五

〇
噸

程
度
の

も
の

な

り

　
　
　
　
共
他
の

工

場
、

貯

炭
場
に

於
て

は
何
れ

も
入
力
に

よ

り

擔
ひ

揚
ぐ

、

貯
炭．
場
に

荷
揚
せ

ら

れ
た

る

石
炭
は

場
所
に

よ

り
再
び

小

艀
に

荷
御
し

邊

炭

　
　
　
す

る

も
の
、

貨
車

，

自
動
車
に

よ

り

逶
炭
す
る

も

の

等
一

樣
な
ら・
ず
．

又

奥
地

の

工

場
に

對
し

て

は

鐡
道
貨
車
に

積
載
遘

荷
せ

ら

る

　
　
（

B
）

大
阪
方
面

　
　
前
述
の

如
く
着
炭
の

三

分
の

二

以

上

帆
船
叉

は

被
曳
船
に

よ

る

も
の

に

て

多
く

は
直
接
淌
費
者
工

場
の

岸
壁
に

横
付

せ

ら

る

消
費

　
　
　
者
側
に

て

荷
揚
機
を

有
す

る

も

の

三
、

四
ケ

所
あ

り

共
式
一

様
な

ら

ざ

る

も

大
抵
荷
役
力
一

時

間
五

〇
噸

程
度
の

も
の

な
り

其
他
の

工

場
叉

は

貯
炭

　
　
　
場
に

於
て

は
皆
入

力
に

よ

り

擔
ひ

揚
げ

ら

る

　
　
　
　
又
工

場
に

よ

り
澹
岸
の

水
深
大
な
ら

ざ

る

も

の

に

對
し

て

は
更
に

小

型
の

艀
に

瀬
取
て

逶
炭
せ

ら
る

エ

も
の

な

り

　
　
（

C
）

其
他
の

地

方
　
　
名
古
屋

，

神
戸
、

横
濱
等
水

運
の

便
あ

る

所
は

大
體
前
記

東
京

、

大
阪
方
面
と

大
同
小
異
な

る

が

奥
地

水
運
の

な

き
場
所
に

あ

　
　
　
　
る

諸
工

場
に

對
し

て

は

山
元

よ
h
直
接
叉

は
荷
揚
港
よ

り

貨
車
に

積
入

れ

逸
荷
せ

ら
る

、

大
工

場
ぱ

多

く
專
用
の

引
込
線
に

ょ

り

各
自
工

場
の

貯

　
　
　
　
炭
場
に

て

荷
受
を

な

し

其

他
の

も
の

は
停
車
場
よ

り

馬
力
自
動
車
等
に

よ

り

荷
受
を

な
す

　
（

ト
）

途

炭
諸
掛
　
　
汽
船
積
荷
物
は
一

，

二

直
接
荷
揚

出
來
る

埠
頭
を

除
き

普

通
沖
に

て

艀
に

荷
卸
せ

ら

る

玉

事
前
蓮
の

如
し

、

大
阪

地
方
に

て

和

船
に

よ

り
蓮
炭
せ

ら

る

る

も

の

は

共
儘
工

場
に

横
付
せ

ら
る

玉

あ
り
又

河

岸
の

如
何
に

よ

り

更
に

小

艀
に

積
替
へ

ら

る

、

も
の

あ

り

　
之
等
艀
に

荷
卸
せ

ら
れ

た
る

も
の

は

東
京

地

方

は

所
に

よ

り
一

様
な
ら

ざ
る

も

毎
噸
四

〇

1
五

〇
錢
よ

り
一

四
〇
1
一

五

〇

錢．

穴

阪
地
方
叉
同
様
場
所

に

よ

り

四

〇

ー
五

〇
錢
よ

り
八

〇
！
九

〇
錢
見

當
の

艀
賃
と

各
工

場
の

貯
屮

灰

場
へ

の

荷
揚
賃
二

〇
−

三

〇
錢
よ

り

七
〇
ー
八

〇
錢
を
要
す

　
叉

奥
地

貨
車
途

り
の

も
の

は

貯
炭
場
に

於
け

る

貨
車
積

賃
毎
噸
七

〇
ー

八

〇
錢
と

鐡
道
運
賃
並

に

到
着
地

に

於
け
る

荷
卸
賃
の

加
算
を

要
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
、

小

淌
費
者
へ

の

石
炭

分
配

　
我

國
家
庭
用
燃
料
は
從
來
主
と

し

て

薪
炭
に

限
ら

れ

た

る

も

の

な

る

が

近

年
洋
風
家
庭
の

漸
増
と
一

般
生

活
の

向
上

と

に

よ
り

煖
房
裝
置
を

な
す
も

の

漸

く
多

き
を

加
へ

た
る

爲
め

之
の

方
面
に

石
羨
を

淌
費
す

る

事
年
を

追
て

垉
加
の

形
勢
に

あ
る

も
未
だ

多
量
と

稱
す
る
を
得
す

　
次

に

小
口

淌
費
者
と
し

て

は

湯
屋

，

鍛
冶
屋

、

酒
、

味
喰

．

醤
油
製
造
家
等
共
主
た
る

も
の

な
る

が

之
等
は

他
の

大
工

場
の

如
く
共
位
置
河

岸
に

あ

る

も

の

少
く

從
て

其

燃
料
の

運
搬
も

艀
に

ょ

る

事
を

得
す
陸
上

遐
途
の

機
關
に

俟
た
ざ

る
べ

か
ら

す
陸
上

遐

邊
億

六
、

七

年
以

前
迄
は

牛
篤
車
に

あ

ら

ざ

れ

ば

人

力
に

よ

9
し
も
の

な

る

が

近
年
貨
物
自
動
車
の

發
逹
著
し

く
之

れ
に

ょ

る

も
の

漸
く
多
き

を

加
ふ

る

に

至

れ

り

　
　
　
　
講
話
及
養

料
　
　
本
邦
に

於
け
る

石

炭
の

輸

途

及
分
配

　
　
南
傑
金

雄
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一
三

入
一
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講
話
及

資
料

　
　
本

邦
K

於
け

ろ

石

炭
の

輸

遒
及
分

配

　
　
南
條

金
雄

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　層
　

　

＝一一
八
二

　
自
動
車
運
搬
叉

工

場
に

於
け
る

荷
揚
機
械

同
樣

共
數
量
が

縄
ま
り
連
績
的
作
業
を

な
す
に

あ

ら

ざ
れ

ば

反
て

人

力
叉

は

牛
馬
車
に

よ

る

よ

り

不
便
と

な
る

も
の

な
り

　
今
左
に

東
京．

大
阪
爾
地
方
に

於
け

る

小
口

運
遘
の

模
樣
を
記
せ

ば

左
の

如
し

　
（

イ
）

東
京

　

家
庭
用

並
小
ロ

石
淡
淌
費
者
に

對
す
る

配
給
は

大
正

＋
年
頃

迄
は
全
部
荷
馬
卓
叉

は

人
力
に

よ
る

車
に

よ

り

行
は

れ
た
る

も
の

な

る

が

＋

二

年
大
震
災
前
後
を
境
と

し
一

般
貨
物
の

自
動
車
輪
迭
の

發
逹
と

共
に

石

炭
亦

漸
次
之
れ

を

利
用

す
る

に

至

り
た
る

も

毎
日

の

配
炭
量
が
一

定
の

數
量
以

上

に

纒
ま
ら

ざ
る

場
合
に

は

自

動
車
に

よ

る

邊

炭
は

却
て

不
利
な

る

を
以

て

未
だ
一

般
小
賣
業
者
間
に

利
用

せ

ら
る

玉

に

至

ら

す
，

依
然
馬
車

、

荷
車
等
に

ょ

る

も
の

多
き

を
占
む

　

右
の

如
く
自
動
車
蓮
邊
は

途
炭
數
量
の

纒
り
居
る

場
合
に

顕
繁
に

邏
用
し
て

其
登
能
力

を
發
揮
せ

し

む

る

場
合
に

は

其
毎
噸

當
り

賃
率
は
極
め

て

低
廉
と

な

る

べ

き

も
實
際
問
題
と

し
て

は
必
す
し

も
自
動
車
が

常
に

割
安
な
り

と

斷
す
る

事
を

得
す

　
一

般
的
と

見
做
さ

る

、

標
準
賃
率
を

示

せ

ぱ
第
二

十

五

表
の

如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二

十

五

表
　
　
東
京
に

於
け

る

蓮
搬
費

　
　
　
　

自

動
箪

　

　
一

哩

　

　

　

五

丁
五

六

錢

　

　

　

　

　

　

車

力

　

〃

　

　

　

八

五

−
一
〇

〇

錢

　
　
　
　

馬

　
庫

　

　

　
　
〃

　

　

　

　

　

　

　

五

三

ー
入

O
錢

　
一

日
一

車
の

雇
料
金
約
左
の

如
し

　
　
　
　

自

動
車
　

　

　

　
一
噸

車
　

　
　

　

　
　
一

八
ー

二

〇
圓

　

　

　

　

　

　
　」
　

　

　

　

　

車

　
力

　

　

　
　
三

五

七

噸
車

　
　

　

　

三

ー

三
．
五

圓

　
　
　
　

馬

　

車
　

　

　
　
〃

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

八

−
一
二

圓

　
（

ロ

）

弋

阪

　
　
同
市
は

河

川
運
河
の

延
長
長
く
大
多
數
の

工

場
は

川

岸
に

設
備
せ

ら

れ
市
内
小

口

運
遘
は

小
規
模
工

場
及

び

家
庭
用

炭
の

み

と

稱
す

る

も

過．〕．
口

に

あ
ら

す

　

之
れ
が

遐

搬
は

な
八

車
（

八

百
斤
積
）

又

は

馬
車
（

二

千
斤
積
）

に

よ

る

も
の

多
し

、

稀
に

貨
物
自

動
躯
又

は

自
動
自

轉
車
を

使
財

す
る

も

の

あ
る

も
探
算
上

馬
車
に

及
ぱ
す
僅
か
に

急
用
の

爲
め

使
用
す
る

に

止

ま

る

　

同
市
に

於
け
る
一

日
一

車
の

履
料
金
約
第
二

＋

六

表
の

如
し

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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第」八七

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二

十

六

表
　

　

大
阪
に

於
け

る

雇
料
金

　
　

舶

動
輙

　

　

　

冠
幽

圓

　
一

車
力
．

大
八

車
）

　

　

　

〒
四

圓

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
、

結

　
　
　
　

論

　
機
械
力
な
る

も
の

は

同
じ
仕
事
を
間
斷
な
く
繰
返

す
に

は
遖
當
な

る

も
其
れ
が

設
備
に

は
相

當
の

失
費
を
要
す

る

を

以
て

繁
閑
あ

る

仕
事
及
常
に

方
面

を

變
更
す
る

必
要
あ

る

作
業
に

は
必
す
し

も
適
當
な

ら

す

脚
仕
事
其

物
に

は
不

可

能
に

あ
ら
ざ
る

も
設
備
費
を

償
ふ

に

足

ら
ざ
る

を
以
て

な

り

假
ひ

叉

仕
事
が

間
斷
な
く
繰
返
さ

る

玉

も
の

た

り

と

も

其
仕
事
の

分
量
大
な
ら

ざ

る

間
は

機
械
作

業
に

適
せ

す
故
に

眉
炭
作
業
に

就
て

見
る

に

最
初
は
全
て

人
力
に

ょ

り

だ

る

も
の

な
る

も
事
業
の

發
展

、

取

扱
數
量
の

増
大
に

つ

れ
追
々

機
械
力
を

用

ふ

る

に

至
れ

り

　

先
づ

探
炭
の

方
面
に

於

て

人
力

よ

り

逍
々

截
淡
機
に

移
り
坑
内
運

搬
に

於
て

人

力
よ

り

馬
車、

エ

ン

ド

レ

ス

等
に

移
る

が

如
し
更
に

坑
内
よ

り

地
上
へ

の

運
炭
は

炭
坑
と

し

て
一

番
數
量
も

纏
ま
り

作
業
又

連

績
的
な

る

を

以

て

殆
ん
ど

最
初
よ

り

機
械
力
に

よ

る

も
の

多
し

　

次
で

積
出
港
に

於
け
る

積
出
し
は

其
量
も

大
に

し

て

自
然

機
械
力
應
用
の

發
逹
早
く
若
松
港
の

如
き

は

遠
く

明
治
三

十
一

年
に

之
れ

が

設
置
を

見
た

る

が

如
し

　

共
後
各
地
共
取
扱
數
量
の

増
穴
に

つ

れ

追
た

之
れ

を
設
く

る

も

の

あ
る

に

至
れ

り

荷
揚
地

に

於
て

は

其
取

扱
量
積
出
港
程
大
な
ら

す
自
然
機
械
設
備
も
後

れ
居
る

も
近
年
數
量
の

増
加
に

俘
ひ

是
亦

追
々

機
械
化
す
る

に

至
れ

る

事
前
逑
の

如
し

淌
費
地

に

於
け

る

小

ロ

運
迭
叉

同
樣
に

て

今
日

徇
共
數
量
大
な

ら
ざ

る

を

以

て

手
押
車
叉

は

牛
馬
車
に

よ

る

方
利
釜
な
る

を

以
て

自
動
車
に

よ

る

も

の

少
な
き

も

是
亦
需
要
の

増
加
に

つ

れ

取

扱
量
も
増
加
す

べ

き

を
以

て

追
な

自
動
車
運
搬
に

移
る

事
明
か

な

る

事
な

り

　

要
は

機
械
力
に

よ

る

の

利
害
は

數
量
の

縄
ま
り

居
る

や

否

や

と

作
業
の

連
績
的
可

能
な
る

や

否

や

と

に

依
て

決
せ

ら
る

る

問

題
な
り

　

國
内
工

業
の

發
達
は
駸
々

と
し

て

止
ま

す
燃
料
を

用
ふ

る

事
年
を
追
て

釜
々

増
加
す
ぺ

き

事
明
か

な

る

事
實
に

て

其
主

要

燃
料
た
る

看
淡
は

荷
嵩
重
量
共

に

大
な
る

貨
物
な

る

を
以
て

之
れ
が

取

扱
に

は

少
な
か

ら

ざ
る

費
用
を

要
す
る

も
の

に

て

之
等
諸
費
を

節
減
し

得
る

や

否

や

は

産
業
上

相

當
重
大

問
題
な
り

と

す

數
量
大
な
ら

ざ

る

間
は

之
れ

が

取

扱
人

力

に

よ

る

方
反

て

利
律

な
り

し

娠

數
量
の

壇
大
に

つ

れ
賃
率
の

點
に

於
て

も

叉

能
率
の

點
に

於
て

も
到
底
人
力

の

み

に

て

は

不
可
な
る

事
に

な
り

機
械
力
を
應
用
す
る

事
今

後
愈
々

多
き
を

加
ふ

る

に

至
る
べ

し

　
（

三

井
物
産
株
式
會
祗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（

終
）

　
　
　
　

講
話

及
訪

貫

料月
　

　

本

邦
に

於
け

る

石

炭
の

鹸一
逡

及

分

配
　

　

南
俊｝
金

雄
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一
三

八

三
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